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第一章　社長の風邪で急接近？












「ただいま戻りました」

　日帰り出張の福岡から、東京の六本木にあるオフィスに戻ってこられたのは、夕方六時。

　終業時間になり、社員がまばらになっていた。

　自分の席に着くとノートパソコンを広げる。

　もう少しでレポートが完成しそうなのでやっちゃおう。

　医療系システムの開発・販売を行う『メディカルシステム』。

　私は今年の四月からシステム課のリーダーとなり、全国の支店やシステムの導入を検討しているお客様に向けて説明をする仕事をしている。

　全国の支店の社員がもっと育てば出張が減るだろうけど、しばらくはあちらこちらに出向く機会が多い日々を過ごしそうだ。大変だが、やり甲斐を感じていた。






　キーボードを軽快にタイピングしていると、水神みずがみ匠太郎しょうたろう社長が入ってきた。

　部署内の空気感が一気にシャキッとする。

　社長は、課長のところに行って、何やら指示しているようだ。

　仕事をしながら盗み見る。

　一八〇センチはある高身長に、鍛えられた体躯。

　ふんわりパーマがかかっていて清潔感のある黒髪に、二重でクールな瞳。銀縁のメガネ。

　近づくとほんのりといい香りがする。

　三十四歳になった社長は、男性としての魅力が増し、さらに素敵になっている。

　彼のような人が、いまだに独身なんて信じられない。男らしい横顔を眺めていると、胸が熱くなっていく。

　いい加減、社長に対する恋心を捨てなきゃいけないのに……。

「お疲れ」

　営業部の小池こいけ伸也しんやが声をかけてきた。

「お前、疲れ切った顔をしているぞ？」

「月曜日は愛知、水曜日は大阪。そして、金曜日は福岡だよ。さすがにくたくたよ」

「キャリアウーマンって感じでかっこいいじゃん」

「そりゃ、どーも」

「飲みに行くか？」

「ごめん。まだやることがあるから、今度ご馳走して」

「ご馳走してって。図々しいな。ま、お前には金を出させるつもりはないけどさ」

　肩を叩いて伸也が自分の部署へと戻った。

　社長の存在が気になって、文字を打ち込むスピードが落ちてしまう。

　営業部にいた頃は、社長との接点はほとんどなかったが、システム研修課に移動になり、社長から仕事をお願いされることが多くなった。

　忘れようとしているのに、封印していた恋心があふれてくる。

　あまり関わりたくなかったのに、部署異動は会社の命令だから仕方がない。

　足音が聞こえ、私に近づいてくるのがわかった。

　大好きな人の足音は、聞き分けられる。ストーカーかと自分にツッコミを入れたくなるほど、社長に恋い焦がれていた。

　私の背後に立ち止まったが、仕事に集中しているかのように見せかけ、気がつかないふり。

　社長に見つめられているであろう背中が、熱くなっていることは秘密にしておこう。

「浅山」

　振り返って見上げると、目を細めて視線を向けられていた。胃の当たりが熱くなり、ぎこちない笑みを浮かべた。

「……は、はい。あぁ……社長、いらっしゃったんですね。もう少しでご依頼のレポートが出来上がりますので！」

「ああ、頼む。福岡出張、お疲れ様」

　一言告げると去っていく。ねぎらいの言葉をわざわざかけてくれるなんて、優しい。

「紗弓ちゃん社長に話しかけられていいなぁー。羨ましい」

　お局様が羨望の眼差しを向けてきた。私は笑って誤魔化す。

　話しかけられても、一度振られちゃっているんだから。

　切ない気持ちを吸い込んで仕事を続けた。







◆








「よし、帰ろうかな」

　最後の一人になってしまった私は、ロッカーの鍵を閉めた。パソコンの電源を落とし、部屋の電気を消す。

　更衣室で上着を取ると、鏡に映った自分と目が合う。

「……相変わらず童顔」

　大きな二重に小さな鼻と薄い唇。

　今日は、外部向けの研修だったから、グレーのスカートスーツだった。

　ロングヘアーはシュシュで一つに束ねてある。

　胸が大きいせいで、太って見られるのが私の悩み。

　さらしでも巻こうかと思うほどだ。

　会社には、大学生の時にアルバイトとして雇ってもらい二十二歳で正社員になった。

　アルバイト時代は、社長の使う資料のデーター入力をしていたから、話す機会が多く、距離感が近かった。当時は、小さな会社だったが、事業が次々に成功し今では全国に展開する大企業だ。

　社長は、二十二歳で起業し、若手起業家として経営雑誌にも紹介されたことがある。

　始めの頃、十八歳だった私の瞳には、二十六歳だった社長が厳しいだけの人として目に映った。『戦力外だ』とまで言われたことがある。

　負けず嫌いなところがある私は、必死で食らいついた。

『お前なら、できると信じていた』

　いつもクールな社長が笑みを浮かべて微笑んでくれた時――雷に打たれたかのような衝撃が走った。

　二年間、胸に思いを秘めていたが、好きな気持ちを黙っていられなくて、つい告白をしてしまった。

　思い出したくない、黒歴史だ。

　振られてしまい傷ついたけれど、彼がいてくれたから今の自分がある。

　正社員になってからは、医療機関への営業が主な仕事となり……かなり苦労した。

　人付き合いがあまり得意ではなかったけれど、必死で勉強し心を込めて対話をして、二年後には全国でトップの営業成績を収めた。

　今思えば、社長を忘れるために仕事に集中して、意識を別のところにやりたかっただけかもしれない。

　一度告白をして振られているけれど、私の胸に芽生えた恋心はいまだ消えず……。

　この先も、恋愛をしないまま過ごすのかもしれないな。






　廊下に出ると、足音が聞こえてドキッとする。振り返ると、愛しの社長が歩いてきた。

　まだ残っていたのか。社長はいつも早く来て遅くまで残っている。待っている恋人とかいないのかな……。そんなことを考えつつ近づくと、気のせいか呼吸が荒い気がする。頬がほんのりと赤くなっていて、瞳が充血していた。体調が悪いのだろうか？

「遅くまでご苦労様」

「ありがとうございます。あ、あの……。もしかして、体調が悪いですか？」

「問題ない」

　私の隣を通り過ぎようとしたが、体がふらついた。

　慌てて支えると、すごく熱くなっている。心配になり見上げると、薄っすらと額に汗が浮かんでいた。

「問題あるじゃないですか。病院に行きましょう」

「心配しなくていい。自分のことは自分でやるから」

　いつも車通勤をしている社長だが、この状態では運転は厳しそう。やっぱり放っておけない。

「タクシーで帰られたほうが……」

「あぁ、そうする」

　ビルの外まで着いていくと、タクシーを拾って一緒に乗り込む。おせっかいかもしれないが、救急病院まで付き添うことにした。






　病院はかなり混んでいて、待たせるのが可哀相だ。手続きを済ませてソファーに座らせると、自動販売機でペットボトルの水を購入し、社長の元に戻る。

「悪いな。もう大丈夫だから、浅山は帰れ」

「いえ、家までお送りします」

「風邪が感染ったら大変だろ。研修できる人間は数少ない。お前のこと、頼りにしているんだ」

「ありがとうございます。でも、もう少しそばにいさせてください」

　頭痛がするのか？　こめかみを人差し指で揉む。辛そうで見ていられない。






　一時間ほど待って、診察室へと呼ばれた。診断結果は風邪だったが、高熱のため点滴をすることになった。その間も私はロビーで待つ。

　点滴を終えた社長は、私が待っているのを見て驚いているようだった。

「帰っていると思った」

「おせっかいでごめんなさい」

　薬をもらって会計を済ませると、二十三時。

　タクシーで社長のマンションに向かう。高熱で苦しそうな姿を見ると胸が痛い。

　到着して車から降りると、夜風が冷たい。もうすぐ五月。そろそろ夜も、暑さが厳しくなってくる頃だろう。

　社長を支えながら、ふと見上げると、超高層マンションなことに気がついた。こんなところに住んでいるなんて勝ち組だ。

　まさか、最上階に住んでいるなんて言わないよね？

　カードキーをかざすと、オートロックが解錠される。エレベーターに乗るのもカードが必要でセキュリティーがしっかりしていた。

　案の定、最上階のボタンを押す。

　あっという間に上昇し、扉が開くと、このフロアーにはドアが一つしかない。

　こんなところに住んでいるの？

　玄関ドアを開いて入ると、長い廊下があった。歩いていくと、広いリビングが現れた。

「悪い。眠くてたまらないから寝る。浅山は……帰れと言いたいが、こんな夜中に帰すのは危ないな。自由に部屋を使っていいから」

「わかりました」

　苦しそうに話している社長を寝室まで運ぶ。

　キングサイズのベッドに寝かせると、ネクタイを緩めてあげた。

　メガネを取ってあげてサイドテーブルに置いて、顔を覗き込むと心臓がトクンと跳ねた。

　裸眼の顔を初めて見る。涼し気な瞳が美しい。素顔もハンサム――。

「サンキュー……。風呂上がりの着替え……俺のシャツでも着ておけ。そこのクローゼットに入っているから」

「お気遣いありがとうございます。使わせてもらうので、ゆっくりと眠ってください」

「あぁ。おやすみ」

「おやすみなさい」

　寝室から出た。薬が効いてきてきっと楽になるだろう。

　早く治ってくれたらいいな。

　一息ついた私は、静まり返っている部屋を眺める。

　大きな窓からは夜景が見えていて、うっとりとする景色だ。家具は必要最低限しか置かれていなくて、大きなテレビボードが印象的だ。

　ローテーブルに置かれているハガキに目が行く。

『お兄ちゃん、元気にしていますか？　こちらは楽しくやっています』

　年の離れた妹がいると聞いたことがある。ご両親が早くに亡くなり、妹を育てて来たのだとか。苦労してきたのだろう。でも、そんな様子、まったく見せない。

　社長を支えてくれている女性がいるのかな。この部屋に人が出入りしているような雰囲気がないけど、どうなのだろう。

　シャワーを浴びるために、社長が言っていたシャツを借りることにした。

　寝室を覗くとぐっすりと眠っている。顔を覗き込むと、好きだった気持ちがあふれてきた。

（そんなに簡単に諦められないよね……）

　結ばれることはなくても、片思いでいるくらい許してほしい。クローゼットから白いＹシャツを持ってバスルームへと向かった。







◆








　目が覚めた俺は、体をゆっくりと起こす。熱は下がったようだが、まだ少しだるい。

（昨夜は浅山にずいぶんお世話になってしまった……）

　夜中まで付き添ってくれたはずだが、もう帰ったのだろうか？

　俺の体を支えて寄り添ってくれる姿は、まるで自分に気があるかのような素振りだった。

　告白されたのって何年前だっただろう。

　年齢差や彼女の未来を考えて交際を断ったが……。

　もしや……まだ好意を持ってくれているのだろうか。

　まさか、ありえないよな。今は俺のことを社長として慕ってくれているだけだろう。

　メガネをかけて時計を確認すると、五時だった。

　空が薄っすらと明るくなってきている。ベッドから抜け出して、リビングに向かうと……。

　俺は、自身の口元を手で覆った。浅山がソファーの上で眠っているのだが……。

「Ｙシャツ……って……」

　男が一番憧れる女の格好ではないだろうか？
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　彼女に着させたい服装ナンバーワンだろう。ちなみに、個人的には白衣の天使姿と、裸にエプロンも憧れる。男のロマンなので変態だとは言わないでほしい。

　背もたれのほうに向かって、体を折り曲げて横向きに寝ている。

　白い肌だな……。

　触り心地のよさそうな太ももが露わになっていて、淫らだ。

　ショーツは身につけているのだろうか？

　見えそうで見えないのがそそられてしまう。チラリズムだ。……なんで、Ｙシャツを着ているのだろう。

（俺が着ろと言った気がする。あぁ……やばい……勃つ。そういえば、女を抱いたのっていつだっけ……）

　会社を設立してからは、何人かと交際はした。ところが、仕事が忙しいのを理解してくれず、会いたいとわがままを言われてしまい、あまり長続きしたことがない。

　ここ最近の一年は、恋愛とかもうどうでもよくなってしまい、割り切った関係しか結んでこなかった。

　ゆっくり近づくと、彼女はぐっすりと眠っているようだった。俺と同じシャンプーの香りがする。

　どうして、こうも無防備なのだろう。

　俺が風邪をひいているから、襲ってこないとでも思っているのだろうか。それとも、過去に交際を断ったので安心しきっているのか？

　こんなところで眠っていたら風邪を引いてしまう。

　横抱きにして寝室まで運ぼうかと思ったが、眠っているのを起こしてしまうのは可哀相だ。タオルケットをかけてあげるのが無難か。

　俺は寝室からタオルケットを持ってきたが、こんな姿を見る機会はそうそうない。

　もう少しだけ観察させてもらおうか。

　胸の谷間が目に入った。……ノーブラか。

　そうか……ノーブラなのか。

　俺は、部下相手に何を興奮しているのだろう。

　部下とはいえ、浅山には思い入れがある。厳しく当たっても、負けないでやり抜く力があり、どんな時も明るい子だ。

　いつしか、可愛いと思うようになっていた。ただ、一度振っている手前、俺からは声をかけられない。男の変なプライドが邪魔をする。

　でも、こんなに親切にしてくれるということは、まだ、俺に気があるのか？

　……しかし、俺みたいな面倒な男と付き合わせるなんて可哀相か。

　自嘲気味に鼻で笑う。

　浅山にタオルケットをかけた。

　気になってしまい彼女が寝ているソファーの目の前に腰をかける。

　寝返りを打ってこちらに向いた。観察していると思われたらまずいと思い視線をそらすが、寝息が聞こえてくる。眠っているようでほっとした。
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　いい匂いがする。瞳をゆっくりと開くと見慣れない天井が目に入った。ここ、どこだっけ。

　タオルケットがかけられていた。

　視線を動かすと、社長がキッチンに立っているのが見える。社長の家だった。

　慌てて体をガバッと起こすと、社長の視線がこちらを向いた。

「起きたか？」

「体調は、もう大丈夫なんですか？」

「見ての通りだ。簡単に朝食を作るから食べていけ」

「そ、そんな……社長にご飯を作ってもらうなんて申し訳ないです」

　立ち上がり彼のところに近づいていく。

　台所に行くと、黒い長袖のシャツにスウェットにエプロンをつけている。こんなプライベートな姿は、とても貴重でときめいてしまう。

「……社長、お料理が得意なんですね」

「チッ」

　私の質問になぜか舌打ちで返された。気に障るようなことを言ってしまったのだろうか。不安になってしまい彼を見つめると、睨みつけられた。

「浅山、お前な、そんな格好でうろうろするんじゃない」

　……どんな格好だったか。

　うわっ、裸にＹシャツだった！　慌てて手をクロスにして体を隠す。

「ご、ごめんなさい」

「俺だから襲われないんだぞ？　他の男だったら間違いなく襲われるぞ」

「見苦しい物をすみませんでした！」

　顔が熱くなり、バスルームに逃げ込んだ。

　自分の服に着替える。

　鏡に映る自分と目が合うとすっぴん。好きな人には見せたくない、だらしない格好だったことに深く反省する。

　身なりを整えてリビングに戻ると、太陽が差し込んでいる明るい空間が広がっていた。朝の爽やかな光に観葉植物が照らされている。

　食卓テーブルには、味噌汁に白米、焼き魚と小鉢が用意されていた。

「すごい。こんなに美味しそうなものを作れるなんて……。本当にいただいてもいいんですか？」

「どーぞ」

　向かい合って座ると、極度の緊張に包まれる。

（社長は私が告白したことを覚えているかな）

「いただきます」

　一口飲むと、実家の母親が作ったような安心感のある味がした。心が温かくなるような感じ。私は、満面の笑顔を浮かべ社長を見つめる。クールな瞳と視線が絡み合う。

「ほっとします。一生、社長のお味噌汁を飲んでいきたいなぁ」

「なんだそれ」

　まるでプロポーズの決め台詞のようなことを言ってしまった。社長は、明らかに引いている。好きな人と一夜を過ごし（ただ、同じ空間にいただけだけど）、朝を迎えてのんびりと朝食を摂るなんて、幸せすぎる。

　メガネを外した顔もとても素敵だった。

　また見たいけど、そうそうチャンスなんてないだろう。

「とても美味しいです。作り慣れている感じがしますね」

「妹が学生の頃は弁当も作っていたからな」

「へぇ、すごいです」

「料理は嫌いではないが、たまには誰かに作ってほしい時もある」

「私でよければ作りましょうか？」

　鋭い瞳に見つめられ何も言えなくなった。

　好きな気持ちをアピールしていると思われているかもしれない。一度、振られているのに、何をやっているのだろう。

「……ご、ご馳走さまでした」

　朝ご飯を食べ終えると、私は食器を片付けた。

　ソファーでくつろいでいる社長を横目に帰る準備をする。

　本当はもっと一緒にいたい。病み上がりの彼のところにいるのは迷惑だと思うし、ここにいてもいい立場じゃない。

「では、帰りますね」

「送っていこうか？」

「いえ。病み上がりなのでゆっくりとしていてください」

　玄関に向かって歩きだすと、ついてきてくれる。

　少しは役に立てたかなと考えつつ廊下を進んだ。振り返って、見上げる。

「浅山、ありがとう」

「いいえ。ぶり返さないでくださいね。では、失礼します」

　社長のマンションを出た。

　外に出ると天気がよくて心地がいい。

　もう、ここに来ることはないかな。私は深く深呼吸をした。







◆








　月曜日になり、会社に行くのが緊張していた。

　職場に着いてエレベーターから降りると、早速、社長と出くわした。

「おはようございます！」

「おはよう」

　一瞬、間があった。

　他に人がいないことを確認すると、彼の視線が私に注がれる。

　いつもの厳しい瞳とは違い、何か深い意味を含めているようなそんな感じがして、胸がキュンとなる。

「先日は本当にありがとう。今度どこかでお礼するから」

「お礼なんて……。でもちょっと嬉しいです。社長とお出かけできるなんて幸せだろうなぁ」

　ついつい本音を言ってしまうと、咳払いされてしまった。私の言葉には答えることなく去っていく。

　プライベートな空間に入り込んだけれど、私と彼は『社員』と『社長』の関係でしかない。

　唇をかみしめる。

　落ち込む気持ちに気がつかないふりをしながら、自分の部署へと歩みを進めた。






　今週は珍しく出張が入っていない。オフィスにいる時しかできないことをやっておこうと、私はパソコンの画面を真剣に見つめた。しばらくして、内線が鳴る。

「浅山です」

『話がある。社長室に来てくれないか？』

　社長からだった。

　何か叱られるようなことをしただろうか。不安になりながら廊下を歩くが、見当がつかない。

　呼吸が苦しくなり、深呼吸をした。社長室の前に到着してノックを鳴らすと秘書の末広亮太（すえひろりょうた）さんが出てくる。

「社長がお待ちです。どうぞ」

「ありがとうございます。……失礼します」

　扉を開けると、会議ができるように八人がけのテーブルがあり、手前には応接セットもある。

　奥には、大きなデスクがあり、背の高い椅子に腰をかけている社長がいた。鋭い視線を向けられると、萎縮してしまう。

　熱で苦しんでいた無防備な彼の姿が懐かしい。スーツを着こなして凛としている社長も、弱々しい彼も両方好きだと思った。

「朝からすまない。実は、新システムの導入を考えている。来週の水曜日に、札幌に泊まりで開発をやっている人間に会いに行こうと思っていて、浅山に一緒に来てほしいのだが」

「わ、私なんかでいいのでしょうか？」

「浅山がレクチャーしていくのだから、お前がわかりやすいかどうか判断するのがいいのではないかと。客観的に見てどう思うかを知りたい」

「そうですか。わかりました。よろしくお願いします」

　社長室を出た私は、頬が熱くなっていた。

　札幌に二人きりで出張なんて、ドキドキしてしまう。

　同じ部屋に泊まるわけじゃないのに緊張する。少しでも役に立てるといいのだけど……。










　ランチタイムになると、総務部の杉山美加（すぎやまみか）が迎えに来た。私がオフィスにいるときは、美加と伸也の三人で昼食を摂ることがお決まりになっている。

　美加はボブヘアーで、くりっくりの瞳をしていて、細くてスタイルがいい。男性社員からも人気がある。テキパキとしていて飲み会では率先して店を探してくれるタイプだ。

　今日は会社の中に入っているイタリアンレストランに移動すると、窓側の席が空いていた。二人は窓を背中にして並んで腰をかけ、私は美加の目の前に座ると、三人ともパスタランチセットを注文した。

　仕事だとはいえ、社長と札幌に行けるなんて嬉しい。夜ご飯くらい一緒に食べてくれるだろうか。

　いつも日帰り出張ばかりだから、ほとんど観光や地元の食べ物を口にできないけど、お泊まりとなると話はちょっと変わってくる。お礼をさせてほしいと言ってくれていた。札幌の夜は特別になるかもしれない。

　期待はしちゃいけないよね。

　意識しないようにしているが、つい社長のことを頭に思い浮かべてしまう。

　きのこのバター醤油パスタが運ばれてきて、フォークを手に取る。バターの焦げたいい香りがした。

「おい、なんかさっきからぼうっとしてないか？」

「え？」

「私もそう思った」

「……あぁ、うん。実は来週、社長と二人で札幌出張なの。一泊してくることになって。ちょっと緊張する」

　二人には、私が過去に社長へ告白したことを教えてある。振られて、いまだに片思いということも。

「仕事で行くんだろ？　意識をすることなんかないじゃん。紗弓が勝手に舞い上がっているだけじゃないの？」

「……べつにそんなんじゃないし」

　ちょっと乱暴な言い方だった伸也に対して、口を尖らせる。険悪な空気になったのを美加がなだめてくれた。

「まあまあ。落ち着いてよ。冷めちゃうよ。食べよう」

（舞い上がっているのかな、私）










　ランチを終えて午後からは、社長からメールで送られてきた資料を読んでいた。午後になると、部屋の空気がパソコン熱で温度が上昇している。

　暑くなってきて仕事に集中することができず、私は休憩室に冷たいドリンクを買いに行くことにした。

　廊下を歩いて休憩室に入ろうとした時、話し声が聞こえた。声の主は社長と副社長だ。胸がドキンとして足が止まってしまう。

「水神、結婚する前にもっと遊んでおけ」

「……余計なお世話だ」

　社長と加護（かご）副社長は、高校時代からの友人であり、お互いのことをよく知る間柄でもあった。二人でこの会社を設立したと言っても過言ではない。

　そんな二人だからこそ、プライベートのこともよく知り尽くしているらしい。

　社長、結婚しちゃうの？

　どこの誰と？

　いつ？

　あまりにもショックが大きくて、全身に冷たいものが流れていくような気がした。

　一度振られているからチャンスはない。

　わかってはいるけれど、結婚してしまうとなると絶望的になってしまう。社長が誰かの物になってしまうなんて信じたくない。

　札幌出張も、深い意味があったわけではなかったのだ。一人で盛り上がっていたなんて、本当に私ってバカだ。

「いろいろといい女、紹介してやるから」

「いいよ、そんなの。俺はお前と違って一途なんだよ」

「真面目過ぎるって。若いうちに遊んでおかないと後悔するぞ？」

「余計なお世話だ」

　盗み聞きするつもりはなかったけれど、ついつい聞いてしまう。

　社長には、真っすぐに愛している女性がいる。

　胸が張り裂けそうになった。

　どうか、嘘であってほしい。

　婚約者がいるなんて、きっと社員は知らない情報だろう。

　お局様らがショックを受けるかもしれない。社長ロスが起きるのは、容易に想像ができる。

　でも、誰よりも強い衝撃を受けているのは言うまでもない、私だった。

　社長は、私に告白された過去を忘れているだろう。それほど、印象に残るような出来事ではなかったのかもしれない。

　おめでとうと言わなきゃいけないのに……、言えるかな。

　壁に背をつけてうつむく。

　落胆して意識が遠のきそうになった時、視線を感じた。弾かれたように顔を上げると、社長が私を見つめている。

「盗み聞きとはいただけない」

「……そ、そんなんじゃありません。私は何も聞こえてなかったですし」

「おー紗弓ちゃん」

　副社長が出てくる。

　今日も茶髪でＴシャツにジャケットを羽織っていた。チャラい印象があり、私はあまり得意ではない。

「盗み聞き？」

「……ち、違います。失礼します」

　二人の隣を通り過ぎて、自動販売機の目の前に立つ。

　手が震えて小銭を入れることができない。

　落ち着け自分――。大きく息を吸う。

　社長が結婚してしまうなんて、絶対に嫌だ。でも、どうしたらいいの？

　今からでもできることはない？

　鼻の奥がツーンと痛くなり、涙を流しそうになるのを必死で堪える。私、生きていけないかも。本当に悲しい。

















第二章　まさかの手配ミス












　いよいよ社長と札幌出張に行く日になった。

　開発者である田辺（たなべ）社長との打ち合わせは、夕方からの予定である。お昼頃までは会社で仕事をしてから、空港に行くことになっていた。

　一緒に飛行機に乗るなんて初めてで、胸がドキドキして、仕事が手につかないから困ってしまう。札幌で何か失敗をしなければいいのだけど……。

　ベージュのジャケットに中は白い半袖を合わせ、下は黒いタイトスカートにした。せっかく札幌に行くのだから、ラフなワンピースで行きたいところだが仕事なので仕方がない。

　あらかじめ送ってくれていた資料を読み込む。

　田辺社長に会うまでにはある程度、頭に入れておきたい。メールや電話で質問はできるけれど、対面したほうが伝わりやすいので、疑問に思うところをまとめておこうと考えていた。

　今のシステムと何が違って、どこがセールスポイントなのか。資料に付箋を貼り、わかりやすいようにする。

「熱心だな」

　伸也が私の背後からひょっこりと顔を出して、突然話しかけてきた。

「ビックリした。驚かせないでよ」

「いいか？　出張だってこと忘れるなよ」

「当たり前でしょ？」

「社長とデートじゃないんだからな？　あまり羽目を外すんじゃねーぞ」

「言われなくてもわかってる」

　肩をポンポンと叩かれた。

　まるで、変な気を起こすな、お前はもう振られているのだからと言われているような気持ちになった。






　ランチタイムになり職員が休憩に入っていく。

　そろそろ会社を出なければいけない時間で、私は出かける準備を始める。使い慣れた小さなキャリーバッグを持って廊下に出ると、社長がやってきた。

「お疲れ様です」

「お疲れ様。行こうか」

　今日も品のいいスーツを着こなしていて、水色のネクタイがとても似合っている。

　明日の一番早い便で帰ってくるけれど、これから一緒に過ごすのだと思うと顔が熱くなった。

　社長は、結婚をしてしまうのに、どうして好きな気持ちが消えないのだろう。切なくて胸が苦しくなってくる。

　社長と並んで歩いていると、美人社員らがランチから帰ってきたらしくすれ違う。

　キャリーバッグを持っているのを見て、二人で出張すると思われたようだ。社長には満面の笑みを向けて挨拶をしたのに、私には鋭い視線を向けてくる。

　独身である社長を狙っている女性は多い。社内だけではなく、クライアント様にも社長のファンは多い。皆、社長が結婚すると知ったらショックを受けるだろうなぁ……。






　末広さんが空港まで送ってくれた。一緒に末広さんも来ると思ったのに、今回はついてこないらしい。

　搭乗手続きを済ませて飛行機に乗る。隣同士で緊張してしまうけど、あくまでも仕事なのだ。冷静なふりをする。

「作ってしまわなければいけない資料があるから、悪いな」

　社長は、断りを入れてノートパソコンを開いた。隣でキーボードを華麗に打っている指が目に入る。仕事ができる男というようなオーラを身にまとっていて、やっぱり、かっこいい。

　一度でいいから、社長とお付き合いしてみたかった。交際経験ゼロの私にはハイスペックすぎるかな。

　社長が結婚してしまっても、同じ会社で働いている限り、憧れる気持ちがいつまでも残っていきそうだ。

　忘れたいのに、どうしても忘れられない。






　あっという間に新千歳空港に到着した。電車で札幌駅の南改札に行くと、田辺社長が迎えてくれた。

　Ｔシャツにチェックのシャツとジーンズという、ラフな服装の若い男性だった。ビジネスの話をする雰囲気には見えない。

「水神社長、お久しぶりです！」

「お世話になっております。お時間を取っていただき感謝します」

「いえいえ。まぁ、楽しく気軽にやりましょうよ」

「浅山と申します。よろしくお願いします」

　名刺を交換すると田辺社長は、意味深な笑みを浮かべた。

「水神社長が女性を連れてくるなんて、珍しいですね」

「いやいや。さて、参りましょうか？」

　場所を田辺社長の会社に移して、新システムの話を聞くことになった。

　札幌駅前にあるビルの四階にオフィスがあった。社員さんは十名ほどだろうか。パソコンに向かって黙々と仕事をしている。

「お茶どうぞ」

　パートのような女性が愛想よくお茶を出してくれた。






「今年は競馬が当たるんですよ。ＡＩ予想をさせたらなかなかの確率で……」

　仕事の話になるまでに、脱線しまくって、しばらく時間がかかっている。

　田辺は社長ではあるが、開発者であるため、マニアックな方向に話題が進んでしまう。それでも大事な仕事のパートナーなので、笑顔で聞いていた。

「今回はスマートフォンのアプリと予約システムが連動していて、患者さんの待ち時間を減らせると言う利点があります」

　やっと、仕事の話になった。システムについては、真面目に説明してくれたので安心する。

「まずは小さなクリニックから導入していくのがいいかと思っております」

「なるほど。確かにシステムを販売していてリクエストが多いのは、待ち時間の削減です。浅山はどうだ？」

　社長がこちらを見たので自分の意見を言ってみる。

「インストールの方法がとても楽なので、医療機関としては導入しやすいかと思います。操作方法については、ご年配の方が多い施設ですと、少々難しいと思いますが、そこは、私がわかりやすい資料を作るので問題ないですかね」

　導入することを前向きに検討することになった。

「新システムですが、もう少し改良をしてみます」

「よろしくお願いします」

「では、一緒に食事に行きましょうか」

　せっかくの札幌なのだから社長と二人きりで食事をしたかったけれど、仕事に来ているのだから仕方がないか……。






　田辺社長は、すすきのにある海鮮物が美味しいという居酒屋に連れてきてくれた。

　彼のマシンガントークに耳を傾けつつ、魚介料理をいただく。

　ホタテのバターソテーがあまりにも美味しくて、つい笑みがこぼれる。どれも美味しくてお腹がいっぱいになった頃、おひらきになった。

　まだ二十一時。案外早い時間で拍子抜けだ。てっきり、日付が変わるまで話を聞き続けなければいけないと覚悟していたのに……。

「すみません。あまり長くお付き合いできなくて……。家内が待ってるんです。子供が生まれたばかりで、風呂に入れないといけなくて」

「お構いなく」

　タクシーに乗って帰っていく田辺社長を見送った。愛妻家なんて、素敵じゃない？

　社長と二人きりになり、私は彼に視線を送る。

「とりあえず、チェックインしてこようか」

「はい」

　札幌駅の近くにあるビジネスホテルにタクシーで向かう。到着すると、キャリーバッグを車から降ろしてホテルに入った。フロントで名前を告げる。

「本日より一泊で、ダブルルームを一室予約でお間違いありませんか？」

「いえ、シングルルームを二部屋お願いしていると思いますが」

　私はあまりにも驚きすぎて、少し大きめな声で言ってしまった。

　総務部の新入社員さんがホテルを手配してくれたけど、ちゃんと確認をしなかったのかもしれない。

　困った表情をしながら、もう一度確認してくれる。

「やはり、ダブルルームでのご予約となっています」

　社長と同じ部屋で眠るなんて、ありえない。どうしよう。他に宿泊できるところは空いていないのだろうか？

「では、シングルルーム二部屋に変更は可能ですか？」

　社長が冷静な声で質問する。こんな時でも取り乱さない社長を私は不安な気持ちで見つめた。

「あいにく、本日は満室になっておりまして……」

「違うホテルを探しましょうか？」

　社長に質問をする。

「おそらく、アイドルグループのコンサートがあるので、どこのホテルを当たってもないかと思いますが……」

　申し訳なさそうにフロント係さんが言う。じゃあ、私はネットカフェにでも泊まろうかな。近くにネットカフェがあるか訪ねようとした時、社長が口を開いた。

「そうですか。わかりました。では、ダブルルームでお願いします」

「……え？」

　まさかの発言に驚いて何も言えない。

「かしこまりました」

　社長が風邪を引いた時、家の中には一緒にいたけれど、ホテルとなると話が別だ。密室にダブルベッドは、さすがにまずいのではないか。私は振られている身だから、襲われることはないと思う。……いや、むしろ襲ってくれてもいい。って何を考えているのだろう。

　一緒に泊まることに反対しようと思ったが、社長はチェックイン手続きを始めてしまった。鍵を受け取ると、エレベーターに乗る。

「……いいんですか？」

「これから探しても無駄な労力を使うだけだ。襲わないから安心しろ」

　お前を女としてみていないと言われているようで、悲しい。社長には婚約者がいるのだから、当たり前だ。多少でもいいから社長にドキドキされてみたい。

　部屋に到着して中に入ると、ダブルベッドと丸テーブルに二脚の椅子しかない。一人はソファーで眠ればいいと考えていたのに、ソファーなんてなかった。

　荷物を置くと、私と社長は無言になる。

「やっぱり、ネットカフェに泊まります」

「もういい。割り切って今日はここで寝ろ」

　社長は私のことを社員としか思っていないだろうけど、私は大好きな人と一夜を共にするのだから大問題。緊張して眠れないかもしれない。

「せっかくだから少し出かけてこようか？」

「あ、は、はい。そうしましょう」

　まだ寝るには少し早い。密室に二人でいるよりいいだろう。






　ホテルを出てすすきのへ向かうと、沢山の人で賑わっている。

　ちょっとしたおつまみをつまめそうな。こぢんまりとしたお店に入った。カウンター席しかない。

「どれにする？　好きなものを注文するといい」

「アイスクリームがいっぱいありますね。どれも美味しそう」

　メニューを見て迷ってしまうが、社長は急かす様子がなく待っていてくれる。そういうところも好きな箇所の一つだ。

「ブラッドオレンジジュースと……アイスクリームにします」

「とんでもない組み合わせだな。俺はスパーリングワインにするよ」

　注文するとすぐに飲み物が出てきた。喉が渇いていたので多めの一口を流し込んだ。私は、アルコールがまったく飲めないわけではないが強くない。もう一口飲んでみると、甘くて美味しい。

　続いて、アイスクリームが運ばれてきてきた。アイスと一緒に運ばれてきたソースをかけてから食べると、ひんやりとしてどんどん進んでいく。でも……なんか、体が火照ってくる。

　隣に社長がいるからだろうか？

「今日はいい打ち合わせができたな。やはり、浅山に一緒についてきてもらって正解だ」

「あ、ありがとうございます……」

　ふんわりしているけれど、大好きな社長の目の前なので平気なふりをしていた。

　ダブルベッドで一緒に眠るだろうけど、間違いは起きないだろう。女性として意識してくれていない。すっごく、切なくなってくる……。

　社長が何気なくメニューを見ると、私に視線を動かした。

「浅山ってアルコール強くなかったよな？」

「そうですね」

「そのアイスクリーム……リキュールらしい」

「えっ」

　ほとんど食べ終えてしまった。胸の辺りが熱い。ちょっと楽しい気分になっているのはお酒のせいだったのか。

「社長、手遅れかもしれないです」

「だ、大丈夫か？」

　視界が歪んできた。まさか、こんなところで酔っ払ってしまうなんて……。

「危ないな、目が据わっている。帰ろう」

　ブラックカードをさっと出して会計をしてくれた社長が、私のところにやってくる。立ち上がるのに手を貸してくれた。

　腰を支えて歩いてくれる。大好きな彼とこんなに密着して嬉しい。

「社長」

「なんだ」

「……なんでもありません」

「言いたいことがあれば言えばいい」

『結婚しないでください』と言いたいけれど、うまく言えない。悲しくて切なくて鼻の奥がツーンと痛くなり、泣きそうになった。こんなところで涙を流せば、社長を困らせてしまうから我慢しないと……。

　タクシーに乗せてくれた。ホテルに戻るまでの車内で、私は社長のことが好きだった気持ちが一気にあふれてきた。

　この先、彼以上に好きな人は現れるのだろうか？　ちらっと横顔を見ると、窓から景色を見ている。

　せめて、私の初めてを奪ってほしい――。酔っ払っているせいで大胆な思考になっているのか？






　ホテルに到着すると、ベッドに寝かせてくれた。アルコールのせいで心臓がバフバフしている。

　社長は椅子に腰をかけて腕を組む。

　あきらかに私から距離を置いている感じがした。まさか、社長は椅子で座ったまま寝るつもりなのかな。

「まさか、アイスクリームにアルコールが入っているとは思わなかったな。大丈夫か？　水でも買ってくるか？」

「お気遣いありがとうございます……大丈夫です……」

　じっと見つめられる。

「お前……顔が真っ赤だ」

　それはお酒のせいじゃなくて、大好きな人が目の前にいるから。一応、女性である私と二人きりなのにまったく官能的な雰囲気にならないのだろうか。

　なんせ経験がないからどうすれば誘惑できるのかもわからず……。でも、こちらから仕掛けていかないと進展しないだろう。

　一度でいいから、社長に女として見られたい。

「熱い……です。脱ぎますね」

「おい、待て」

　スーツの上着を脱ぐと、中に着ているのは白い半袖。それだけなのに、目のやり場に困ったかのように視線をそらされた。

「早く寝たほうがいい。明日は早い飛行機だからな」

　そんなに突き放そうとしなくてもいいのに。だんだんと悲しくなってくる。

　ベッドから降りて社長の近くまで歩いていくと、椅子に座っている彼は動揺することもなく私のことを見つめた。

　まったく動じないのが、悔しくて、社長のかけているメガネを取る。

「何のつもりだ」

「こ、このメガネを返してほしければ、抱いてください」

「は？」

　とんでもないことを言ってしまったと自覚しているのに、歯止めがきかなくなってしまう。

「私、過去に一度振られましたが、今でも社長のことが好きです。ずっと、ずっと、好きでした」

　何年も片思いをしていたなんて、変な人かと思われるかもしれない。

　一途すぎて自分でも笑ってしまうほどだ。

「ガキは相手にしたくないって言っていましたけど……、私、もう大人になったと思います」

「ガキとは言ってないだろ」

　冷静な瞳を向けられて落ち着いた口調で言い返される。悲しいけど、そういうところも好きだ。好きすぎて悔しい。

　涙を流しながら社長に顔を近づけて、頬にキスをした。
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　二人の間に何とも言えない微妙な空気が流れる。一線を越えてしまったら、気まずい日常が待っていることは容易に想像できるけれど、社長とキスがしたくてたまらない。

「浅山、寝ろ」

「……好きです」

　勇気を出して、社長の唇に自らの唇を押し当てた。緊張して唇が震えて、手には汗を握っている。唇を離して、彼の瞳を確認するが、一点を見つめたままだ。

　表情を動かさない社長にいらいらが募る。

　好きの気持ちを込めて口づけをもう一回した。今度は挑発するようにリップ音を立てる。それでも無反応な彼に、私はエンジンがかかってしまった。

　どうにかして、抱かれたい。

　この先、私はもう誰にも恋をしないだろう。それなら、初めては好きな人に奪ってもらいたい。自分勝手な私を許してと思いつつも、何度も何度もキスを重ねる。夢中になっていると、メガネを手から抜き取られた。

　手首をつかまれた私は、座り込んでしまう。ドキッとしながら上目遣いになると、社長は片手でメガネをかけた。視点が定まった彼は、すごく怖い瞳をしている。

「大人をからかうな」

「からかってなんかいません。本気です」

　立ち上がった社長は、スーツの上着を脱ぐと椅子にかける。ネクタイの結び目に指を入れて緩め、Ｙシャツから抜いた。

　袖口のボタンを外して腕まくりをすると、筋肉質な腕が目に入る。

　一度でいいから、あの腕に抱きしめられてみたい。叶うはずがない妄想をしていると、社長がしゃがんで視線を合わせてきた。

「お前、正気か？」

「はい。抱いてください」

　盛大なため息をつかれてしまう。

「もう、後戻りはできないからな？」

「……は、はい」

　社長を見つめていると、横抱きにされ体が宙に浮いて、ベッドに寝かされた。短い時間だったけど、大好きな人にされたお姫様抱っこは一生忘れられないだろう。

　組み敷かれると社長の肩越しにホテルの天井が見える。

　本当に抱いてくれるの？　まだ信じられなくて大きく目を見開いていると、顎を持たれる。黒くて意志の強そうな瞳と視線を重ねられた。一度決めたことは、よほどのことがない限り、曲げなさそうな目をしている。実際に彼はそういう性格だ。だからこそ、結婚もひっくり返ることがなく、確実にしてしまうのだろう。

　切なくなって涙で視界が歪んだ。

「そんな表情をして……。誘うのがうまいな。楽しませてもらおうか」

　反論しようとした時、唇を唇で塞がれた。口の中に社長の舌が入り込んでくる。濡れた音が響く。

「んっ……んんんっ」

　激しいキスに、鼻で呼吸をするのが精いっぱい。彼の胸を押し返そうとするけれど、体に力が入らず、ただただ官能的な口づけを受け続ける。

　体が火照ってきて、背中が汗ばむ。白い半袖の中に手が入ってきて、素肌に触れられた場所は火が点いたように熱い。

　くすぐったくて、戸惑うけれど、処女というのがバレたくない。途中でやめられたら、たまったもんじゃない。だから、慣れたふりをする。

「はぁ……んっ」

　ティーンズラブの漫画で勉強した喘ぎ方。

　一瞬、社長の動きが止まった。どうしよう、経験がないってわかられてしまった？

　いや違う。

　社長は自らのシャツを脱ぎ捨てて上半身裸になった。割れた腹筋を生で見たのは、初めて。素敵すぎて射抜くように視線を送ってしまう。

「あまりジロジロ見るな」

「だって……素敵だから」

　鼻で笑った社長は、私の半袖を器用に脱がせた。

　彼の目に白いブラジャーが映っている。もっと可愛い下着にしてくればよかった。まさか、こんなことになるとは……。

「嫌いじゃない」

「え？」

「こういう清楚な下着は、好みだ」

　少し照れているように聞こえた。耳が赤くなっている。もしかして、私の体に興奮してくれているのかもしれない。

　大きな手のひらが、ブラジャーの上から胸を包み込んだ。円を描くように揉まれると、自然と呼吸が荒くなってくる。

「はぁ……、あっ……ん……」

　胸の先端をブラジャーの上からつままれる。

「ひゃぁ……んっ……」

「感度がいいんだな。乳首に少し刺激を与えただけで喘ぐとは。体は大人のようだ」

　意地悪を言われたような気分になり、膨れると、頭を撫でられた。

　背中に手を回してブラジャーのフックが外される。女慣れしているんだとわかると胸がざわつく。

　外された下着はベッドの下に放り投げてしまう。反射的に胸を隠してしまったが、こういう仕草がバージンっぽいかと思い、ゆっくりと腕を投げ出した。

「ほう。見せてくれるのか？　いやらしい女だな」

「……さ、誘ったのは私なんで！」

　社長の視線の中に自分がいるのだと思うと、感じてしまい全身に鳥肌が立つ。こんな経験したことがない。胸の先端も真っ赤に膨れ上がり自己主張しているようだ。

　親指と人差し指でつままれ拗じられると、甘い電流が走ったみたいに体が跳ねてしまう。口元をくいっと上げて笑った彼は、乳頭を人差し指で弾いたり、押しつぶしたりする。

「ぁんっ、あっ、そんなこと……んっ」

「気持ちがいいなら素直に言え」

　そんなの恥ずかしくて言えるわけがない。社長の顔が胸に近づいてきて、唇から赤い舌が見えた。

　舌舐めずりをして私に視線を送ってくる。ドキッとしてしまい目をそらした時、胸の先端の薄い色のところをねっとりと舐めてきた。

「ゃぁっん」

　もう片方の胸は手のひらで転がされている。気持ちよくなってきてしまい、お腹の中というか、脚の間なのかわからないけど、熱が溜まっていくような感じがした。

　胸の先端がだんだんと固くなっていく。

「んっ……ぁ……っ、舐めちゃ……駄目っ……ん、です……」

　私の言葉が耳に届いていないのか、舐めるのをやめてくれない。それどころか、唇をすぼめて胸の先端を吸い始めた。

「ぁ……ん、社長……ぁんっ……あぁぁんっ」

　コリコリと大きくなっていく胸の先端を、社長が愛おしそうに口に含んだ。快楽に耐えきれなくなり、思わず頭を抱きしめてしまう。すると、もっとしてほしいと思われてしまったのか、さらに強く、ちょっと乱暴に舌先が動きだす。ざらついた彼の舌の動きにすっかりと翻弄されてしまう。

「ぁ……ん、ぃ……あぁんっ……あっ」

　社長が私の隣に添い寝し、胸を執拗に揉みしだく。

「綺麗な肌だ。きめが細かい」

　大好きな人に褒められて顔が熱くなった。それと同時にショーツの中がとろっとしている気がする。落ち着かなくて太ももを擦り合わせてしまう。

「胸だけじゃ物足りないか？」

　未知の世界で怖いけれど、途中で終わってしまうのは、絶対に嫌。好奇心が勝っている。社長となら最後までしてみたい。

　私はコクリと頷いた。

「素直でいい子だ」

　胸を揉んでいた手がゆっくりと降りてきて、お腹の辺りを撫でた。撫でられるとくすぐったくて体が動いてしまう。

　社長の熱っぽい唇が胸からお腹へと下がっていく。脇腹にキスをされ、そのままうつ伏せにされる。

　背中から彼の体温と重みを感じて、幸福感に満たされた。肩甲骨にキスをされ、背骨に沿って舌が這う。

「んっ……あぁぁんっ……んっ……」

　しっとりと汗ばむ体――しょっぱくないかな。そんなことを頭の片隅で考えていると、腰を持ち上げられた。

　上半身は枕についたままで、お尻を突き出すような格好になってしまう。スカートのファスナーが降ろされて、脱がされた。

　ショーツだけになってしまった丸みを帯びたお尻が、撫で回されて、腰がくねくねと動く。

「淫らだな」

　貶されているのだろうか。それとも、褒めてくれているの？　社長の婚約者はこんな風に感じないのかな……。見えぬ相手に嫉妬心が湧き上がる。やきもちを焼いても勝てない相手だとわかっているのに、私の心はひどく動揺する。

　ショーツの上から人差し指でツーっと撫でられると、びっくりして腰を引いてしまった。こんな反応をしてしまえば、バージンだと気がつかれてしまう。

「あん……っ……」

　自分の体が、かなり敏感になっていて驚いた。

　社長が私を四つ這いにさせて、上半身をひねって、彼のほうへ向かせる。メガネ越しの鋭い瞳と目が合う。胸が締めつけられるように痛い。

　口づけをする。舌が入り込んできて、糸をひくような情熱的なキスに応じている。

　蜜壺に指を押し込むように触られると、私は崩れてしまった。

　力が入らなくなるほどの快楽に、思考が追いつかない。呼吸が乱れてしまい心臓の鼓動が速くなっている。

　ふたたび仰向けにされると、食べられてしまうと思うほどに唇を貪られる。呼吸するタイミングすらわからない。

「ん……んっ……っ」

　舌を絡ませながら、大事なところを刺激されて、パニック状態になった。

　体が溶かされていくような感覚――。彼の舌先や指で自分の体が開発されていくような……そんな気分だった。

　嫌じゃなくて、むしろ嬉しすぎて、どういう言葉で表現したらいいのだろう。

　ショーツの隙間から指が入ってきてダイレクトに触れた。

「んんっ……ん、……あぁんっ……ん、あ……いやぁ……」

　弄られるたびに、クチュクチュと濡れた音がする。

「もうすでに濡れているようだな。汚れてしまうか」

　体を起こした社長が私のショーツを降ろした。

　他人に一糸まとわぬ姿を見せたことがなくて、羞恥心に襲われる。抵抗したくなるほど、恥ずかしい。でも、経験があるふりをする。

　花びらの間に指が入り込み、敏感な蕾を弾かれた。

「やぁああっんっ」

　あまりにも強い快楽に体をよじるが、社長は私の脚の間に入り込んでいて、腰をしっかりとつかむ。閉じようと太ももに力を入れるが、さらに大きく広げられてしまう。

「……んっ……、は、恥ずかしいです」

　瞳が潤んでしまう。自分から望んだことだけど、ハードルが高すぎたかもしれない。

「とろっとろだ」

　敏感な蕾を人差し指で円を描くように動かされる。

　経験したことのない快楽に頭が茫然となってきた。

「あぁぁん、あっ……ん、あぁっ」

「指だけだと物足りないんじゃないか？」

　何を言いたいのだろう。

　男性の象徴を挿れたくないかと聞いているのだろうか。

　社長に視線を移すと、私の脚の間に顔を埋めている。もしかして、舐めるつもり？

「あのっ、シャワー入っていないので……、そのっ……いやぁんっ」

　花びらを思いっきり開かれると、蜜壺から蜂蜜のようなとろっとした液体があふれてきた。指ですくって、大きくなっている敏感な粒に塗りつけられる。

「んっ、ぁぁん、駄目……んっ……あぁぁっ」

　お腹の中が熱くなっていく。

　その時だった。

　社長の舌先が敏感な粒を舐めたのだ。ぬるっとした感触に失神しそうなほどの快楽を覚える。優しく花びらを舐め上げ、粒を唇で挟まれた。動いてしまう腰を抑えつけられ、抵抗できない。

「や……あっ……そんなに、舐めちゃ……あぁんっ……あっ……」

　舌を動かしながら、社長の中指が蜜壺の入口に入ってきた。初めては痛いという話しか聞いたことがなく、力が入ってしまう。

　ここでバレてしまえば最後までする前に、途中でやめられてしまうかもしれない。

「あんっ……あぁっ」

　だんだんと指が進んでくるけれど、敏感な粒への刺激を同時にしてくれているおかげで痛みがあまりない。

　違和感はあるが、ゆっくりと抜き挿しをしてくれているから、少しだけ気持ちがいいと思ってしまう。

「はぁんっ……んっ……あっ……」

　大好きな人が自分に奉仕してくれていると思うと、幸せすぎて泣きそうだった。

　お腹の中に溜まった熱をどう発散したらいいのか。

　このまま刺激をされたら……どこに行き着くのだろう。

　激しく中の壁を擦られると、快楽が湧き上がってくる。シーツを握りしめながら息も絶え絶えに喘ぐ。

「あぁ……んっ……、もう、おかしくなっちゃいます……あぁぁんっ……あっ」

　何かが迫ってきて背筋を駆け上がっていく。そして、パチンと弾けた感覚に襲われてしまった。体が痙攣する。

「いくときはちゃんと言わないと駄目だろ？」

　これが、絶頂を迎えるということなのか。

　呆然としていると、大きく脚を広げられる。

　スラックスを脱いだ社長が私の上に覆いかぶさってきた。入口に当てられた熱の塊の存在の大きさに、息を呑む。こんなに大きな物が入ってくるなんて信じられない。

　深呼吸をして気持ちを落ち着かせる。ぬぷっと音がして先っぽが入ったのがわかった。

　浅いところで抜き挿しをされたが、あまり痛みは感じない。

「あぁぁんっ……、はぁっ……んっ……」

　ところが、だんだんと奥に進んでくると、皮膚が引き裂かれるような痛みが襲う。

「あっ……うっ……」

　痛くてついつい顔を歪めてしまった。

「きついな。処女みたいだ」

「あっ……んっ」

　腰をぐいっと動かして、奥まで彼が届いた。気絶してしまいそうなほどの激痛に涙があふれる。

　視線を感じてそっと瞳を開くと、社長は信じられないといったような驚きの表情を浮かべていた。

「……まさか、初めてだったのか？」

「……このまま続けてください」

　騙すようなことをしてしまって申し訳ない。

　どうか嫌いにならないでほしい。祈るような気持ちで視線を送ると、社長は、複雑そうな瞳で見つめてくる。

　怒らせてしまっただろうか。

「しゃ、社長……、わ、私……」

　私の背中に手を回して抱きしめるような格好になった。彼の胸板に顔を埋める形になる。

「どうしてちゃんと言わなかったんだ。教えてくれたらもっと優しくしたのに」

「途中でやめられるのが嫌だったんです」

　私がバージンだということがわかったからなのか、腰をゆっくりと動かしてくれる。

「痛くないか？」

「はい、平気です」

「……卑怯だぞ」

「ごめんなさい」

　敏感な粒を指でこねくり回しながら、抜いたり挿したりされるので、痛みがあまりわからない。気がつけば快諾が湧き上がってきているのに気がついた。

「あぁぁん、あっ……」

　自分の中にある快楽ポイントを社長はすぐに見つけ出し、そこを集中的に擦り上げられる。経験したことのない気持ちよさに、頭が真っ白になった。

「はぁんっ……あっ……んっ……」

「無理をすることはない」

「いえ、最後までしてください。……んっ、あ……ん、あぁっ……、社長にも満足してもらいたいんですっ……んっ……」

「……お前」

　こんなこと言ったら、私が本当に社長のことを心から大好きなのがきっと伝わってしまう。結婚するのに、困らせてしまってごめんなさい。

　腰の動きがだんだんと速くなる。

　太ももを持ち上げられさらに深いところを突き上げられた。

　痛みを忘れて私は無我夢中で喘ぎ続ける。

「あ、んっ……いやぁんっ……あっ……」

「そんなに締めつけるなって……」

　いつも余裕たっぷりの表情をしている彼なのに、頬を真っ赤に染めて悩ましい顔をしている。

　社長のこんな姿をもう見ることはない。一生の思い出にできるように目に焼きつけておこうと思った。

「はっ」

　彼の息遣いが荒くなり、だんだんと顔を歪める。気持ちよさそうな姿を見ると、私も快楽が湧き上がった。

「いくぞ」

　思いっきり打ち付けられ、社長の熱の塊をズルっと抜き出すと、私のお腹の上に白濁を放った。
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　目が覚めてぼんやりした頭がだんだんとはっきりしてきた。

　隣から寝息が聞こえる。瞳を開けて確認すると、そこにいるのは水神社長。布団から出ている肩と腕は素肌だ。産まれた姿のまま眠っているのだろう。

　私もダイレクトにシーツの感触がして、裸なのだとわかった。本当に社長に抱かれたのだと実感する。

　体がなんとなくだるくて、痛みも残っていて。

　自分の中に彼がいた感覚がまだ消えていない。

　昨夜の出来事は、最初で最後のひとときだったのだ。悲しい……。

　一度抱かれたらそれで満足できるかと思ったのに、今は切なさで胸が満たされている。一つになったことで、社長への思いがさらに膨らんでしまった。

　このままの気持ちで一緒に働いていてもいいのだろうか。

　寝返りを打ってこちらを向いた彼は、普段の厳しい表情からは想像できない安心しきった顔をして眠っている。

　起こしてしまうのが可哀想だ。私も、夢から覚めたくないと願う。

　ゆっくりと瞳を開いた社長は、じっとこちらを見つめる。状況が理解できていないのか、間抜けな顔だ。

　メガネをしていないから、ちゃんと見えてないのかもしれない。そんな彼を愛おしく思い手を伸ばして頬に触れる。

「……お前」

「おはようございます」

　好き。

　すごく好き。

　泣きそうになるのをなんとか堪える。

「現実だったんだな」

「夢かと思いましたか？」

　起き上がった社長は、サイドテーブルに置いてあるメガネに手を伸ばす。メガネをかけてしまうと、水神から社長に戻る気がして慌てて抱きついた。

「……お前なぁ。朝からもう一度やりたいのか？」

「そういうわけじゃなくて……」

　社長が求めてくれるなら、多少体が辛くても、抱かれてもいい。でも、求めてくれることはなく、引き剥がされた。

「飛行機に乗り遅れるぞ。先にシャワー浴びて来るから、目を覚ましておけ」

　一人ぼっちにされた私は、ものすごく惨めに感じる。

　私が迫ったから抱いてくれただけで、社長の心の中に私はいない。

　一ミリも好いてもらえてないのかな。

　バスルームから出てきた社長は、スラックスとＹシャツ姿で頭を拭いている。濡れた髪の毛も似合う。本当に社長は素敵な人だ。

「お前も入ってこい。そんなぐちゃぐちゃな顔で会社に行くと恥ずかしいぞ」

　唇を尖らせてバスルームへと駆け込んだ。

　鏡を見ると、メイクが崩れてボロボロ。マスカラが溶けてパンダ顔になっている。

　……もう、最悪。

　シャワーを急いで浴びて、メイクを済ませると、持ってきたサマーニットとフレアースカートに着替えた。

　バスルームから出ると、ネクタイをしっかりとしたいつもの見慣れた社長がいる。

　あぁ、夢から覚めてしまう。現実に戻ってしまう。胸が苦しくなった。

　社長が近づいてきて私を見下ろす。目をそらさないでいると、顎をくいっと持ち上げられた。

「社長に手を出すなんて度胸があるな。しかも、処女だったとは」

「……そ、それは申し訳ありません。でも、私、後悔していません。女にしてくださりありがとうございました」

　フンッと鼻で笑われる。

「お前、一生かけて償え」

「……え？」

「いいな？」

　有無も言わせないような口ぶりだったから、つい、頷いてしまった。償うって……どういうこと？　パニック状態になっている私に社長は甘いキスをした。

















第三章　償いの意味












　今日は名古屋へ日帰り出張で、やっと東京駅に到着した。そこから電車でオフィスに向かう。

　あの札幌出張から数日が過ぎていた。日常に戻っているが、まだ一度も社長に会っていない。そう言えば……私と社長、プライベートの連絡先すら知らない。

　上司を襲ってしまうなんて、とんでもない女だと思われていないだろうか。

　あの夜のせいで、私はもっと社長のことが好きになってしまった。

　社長と関わらないほうがいい。仕事で必要最低限のコミュニケーションを取るだけにして、彼を忘れなきゃ……。

　あ、合コンなんて参加してみるのもいいかも。

　合コンといえばお持ち帰りされてしまうイメージがあった。今までは、経験をしたことがなかったから、絶対に参加したくないと思っていたけれど、私の体は大人の女性になった。

　社長の手で女にしてもらったのだ。

　恋を忘れるには新しい恋をするしかない。

　社長以外の男性に抱かれたくはないけれど、あえて飛び込んでいかなければいけないような気がしていた。






　会社についてエレベーターを降りると、社長がお客さんを見送るところだった。

　あまり見ないようにしようと思ったけど、つい、視線がいってしまう。

　社長は私と目が合うと、ものすごく驚いたような表情をした。もちろん、お客さんは、私と社長の間に流れる特別な空気感に気がついていない。

　私は軽く会釈をして、横を通り過ぎる。

　彼と目が合うだけで、体の芯から熱が出てくるように、全身が火照った。

　好きで、好きでどうしようもない。

　社長が他の人と結婚してしまうなんて、耐えられないな……。






「ただいま戻りました」

「お帰りなさい」

　部署に入ると、ホワイトボードの予定表に書いてある『出張』の文字を消す。明日は、システム課の会議がある。そこで私は、今後の研修予定案を発表することになっていた。ある程度の資料は出来上がっているけれど、もう少し詰めておきたい。

　パソコンの電源をオンにして起動するまでの間、ロッカーに書類を取りに行った。

「お疲れ」

　美加が声をかけてくれる。

　周りに人がいないのを確認した彼女が、私の唇に耳を近づけた。

「一生のお願いがあるんだけど」

「一生のお願いなんて、もう何回も聞いたような気がするけど、何？」

「明後日なんだけど、合コンの人数がどうしても足りないの。お願い！　参加するだけでいいから来てくれない？」

　いつもの私なら速攻で断っていただろう。偶然にも、先ほど考えていたことと一致し、行ってみてもいいかな……なんて思ってしまう。新しい一歩を踏み出さないといけない。

「……ちゃんと、仕事しろ」

　その声にびっくりして、私と美加が振り返ると、社長が立っていた。

　いつから、話を聞いていたのだろう。

　先日、札幌で社長と抱き合ったというのに、合コンに参加しようとしている私を軽蔑しているかもしれない。遊び人の軽い女だと思われてしまったかな。

「社長、いつからいたんですか？　驚いちゃいました」

　美加が愛嬌たっぷりに言うと、社長の眉毛がピクリと動く。

「合コンというのはあまりおすすめできない。もっとちゃんとしたルートで知り合ったほうがいいと思うぞ」

「……え？　そうですか？」

　まさか社長が合コンを否定してくると思わなかった。

「社長は、参加したことないんですか？」

「人数が合わないと誘われたことはある」

「みんなでわいわい飲んで楽しむだけでもいいと思いませんか？」

「好きでもない女と酒を飲むほど、楽しくないことはない」

　社長がこんなに合コンに行くなと言っているのだから、やっぱりやめておこう。

　誰かと出会うチャンスは少ないかもしれないけれど、自然な流れに任せるしかないか。

「ごめん。やっぱりやめる」

「えー！　社長が反対するから、せっかく参加してくれそうだったのに」

「いい判断だ、浅山」

「あ、ありがとうございます……」

　社長が去っていくと、美加は口を尖らせた。

「やっぱりまだ社長のことが好きなんだね。社長の言うことを聞いちゃうなんて」

「……別に好きじゃない。合コンじゃない場所でいい人を見つけるよ！」

　札幌の夜のことは、誰にも言わないでおこう。美加にも、伸也にも。

　私と社長の二人だけの秘密にしておきたい。







◆








「システム研修の予定としましては、上半期までに西日本地区の研修を終えて、下半期は東日本地区の研修を中心に回っていきたいと思っています。来年からは各地区にリーダーが誕生し、クライアント様にシステムをお伝えしていける状況が整っていくと考えております」

　会議には社長も参加していた。彼の視線が気になってうまく説明ができない。

　ちょっと気を抜いてしまえば、ついつい社長のことを目で追っている。まるで恋を覚えたばかりの中学生の女の子のようなそんな感情だった。

　社長はどんな人と結婚するのだろう。どんな夫になって、どんな父親になるのだろう。彼の隣にいるのが自分じゃないのが切ない。

「紗弓ちゃんの考えたプランで問題ないと思うけど」

　茶髪ヘアーの副社長が賛成してくれる。話し方はチャラいけれど、仕事はできる人だ。

「俺も賛成だが、まだ詰めが甘いところがある。もう一度資料を作り直してメールで送ってほしい」

「わかりました」

　社長は昔から仕事が厳しかった。でも、彼の言うとおりにすれば、間違いなく成長していているし勉強になる。

　私は、負けず嫌いなところがあるので、社長からのオッケーがもらえるまでやり抜こう。






　会議が終わり、資料を整理して机を元の形に直すと、それぞれが自分の部署に戻って行く。

　私は戸締まりをするため、最後まで残って窓の鍵を確認していると、副社長が近づいてきた。

「紗弓ちゃんって、水神みたいなのがタイプなんだ？」

「どういうことですか？」

　言い当てられてびっくりしたけれど、冷静なふりをして副社長を見つめ返す。

「とぼけなくてもいいよ。だってさ、会議中ずっと水神のことばっかり見ていたじゃん」

「えっ……？」

　顔がだんだんと熱くなってくる。気がつかれていたなんて恥ずかしい。社長も私の視線を感じていただろうか。あまり意識しないようにしていたのに……。

「クールなあいつのどこがいいの？」

「別に違います！」

「あはは、そんなに焦ることないだろう？」

　明らかにからかわれていると思い、私はそっぽをむいた。どんなに社長のことを好きになっても、両思いにはなれないのだ。

　それなのにどうして、どんどんどんどん好きになっていくのだろう。

「加護、あのさ」

　副社長しかいないと思って社長が話しかけながら入ってきた。

　私の姿を目に捉えると、立ち止まってしまう。

　社長の姿を見るだけで、心臓が止まってしまいそうなほどドキドキしてしまう。こんなんじゃ、体が持たない。

「浅山、まだいたのか」

「ちょっと……戸締まりしていただけです……」

　そっけない話し方をしてしまう。それを見て副社長は肩を震わせて笑っている。

「俺が誘導尋問していたんだ」

「誘導尋問？」

　それ以上聞かないでほしい。

　副社長はどうしてこんなに意地悪なのだろう。

　社長は、話していた内容が気になっているような瞳を向けてくる。そんなにまっすぐ見つめないで。胸が熱くなってどうしようもない。

「副社長、やめてください」

　私は、必死で副社長の言葉を遮る。

「おーおっかねー。ごめんね、水神。俺と紗弓ちゃんの二人だけの秘密だわ」

　副社長の言葉に、社長は少しムッとした。







◆








　仕事を終えて時計を確認すると、九時だった。

　お昼はおにぎり一個しか食べる時間がなかったから、とてもお腹が空いている。これから家に帰って準備するのも面倒くさい。コンビニで適当に買って行こうかな。最近、体重が増えてきたし節制しなきゃ……。

「では、失礼します」

　課長に挨拶をして廊下に出ると、社長がエレベーターに向かって歩いているのを発見した。

　追いかけようか、遠くから見ていようか迷う。声をかけたところで、婚約者がいる社長の恋人にはなれない。ゆっくり歩いて、次のエレベーターで下りようと決めた時、彼が振り返った。

「お疲れ」

「お、お疲れ様です」

　言葉を交わしてしまったのだから、離れているのも不自然なので、小走りで近づく。

「視線を感じて振り返ったら浅山だった。俺の背中に何かついていたか？」

「いえ……」

　エレベーターが開いて二人で乗り込むと、社長は地下一階を押した。地下は駐車場になっている。

「すみません。一階を押してもらえますか？」

「いや、送っていく」

「そ、そんな大丈夫です！」

　まさか、送っていくなんて言われるとは思っていなくて言葉を失う。

　あっという間に地下一階に到着してしまった。

　とりあえずエレベーターから降りたけれど、私は立ち止まる。社長が不思議そうな表情をこちらに向けた。

「あ……あの……、わざわざ送っていただくなんて申し訳ないです」

「俺がいいと言っているのだから、遠慮する必要はない」

「しかし……」

「ついでに夕食も食べて行こう」

　一緒に夜ご飯まで？　嬉しさと動揺が入り混じり、複雑な感情になっている。

　社長は、どういうつもりで誘ってくれているのだろう。

　一人の女性として？　それとも会社の部下として？

　地下駐車場には、高級車がいくつも並んでいた。まるでモーターショーにでも来たかのようだ。その中にあるシルバーの車のライトが光った。

　社長が助手席のドアを開いてくれる。

「乗れ」

　命令口調だけど、レディーファーストな対応にドキッとしてしまう。

　でもきっと、私を一人の女性として誘っているのではなく、残業した部下をねぎらうために誘ってくれたのだろう。そう思えば、甘えてもいいかと気楽になった。

「ありがとうございます」

　私を助手席に乗せると、社長が運転席に座った。エンジンをかけてシートベルトをする。

　社長の車に乗せてもらえた感動で、心臓がドキドキしていた。乗り心地のいいシートで中の空間が広い。とはいえ、近い距離に緊張してしまう。

「知り合いがやっているイタリアンレストランでいいか」

「嫌いな食べ物はありませんのでどこでも」

　車が動き出す。どんな所に連れてってくれるのだろう。仕事が終わった後で体が疲れていたけれど、一気に元気が出てきた。こうして仕事終わりに社長と毎日デートができるなら、もっと仕事が頑張れるのに。

　ラジオからは夜の落ち着いた音楽が流れていた。社長と夜に出かけたことは一度もない。歓迎会などで、みんなでどこかに食べに行ったことなどはあるけれど、二人きりというのはなかった。私が社長に告白したのも会社だったし……。

　十分ほど車が走ると、コインパーキングに停車する。そこから降りて少し歩くと、隠れ家的なレストランがあった。

　店内に入ると、さほど広くはなく、三組ほどゆっくりと食事をしているのが目に入る。対面キッチンになっていて、料理しているところが見ることができる。

　カウンターとテーブル席が五席しかないこぢんまりとしたお店だった。社長の姿を見た背が高くて甘いマスクのイケメンシェフが満面の笑みを浮かべていた。

「まだいいか？」

「ああ、構わないよ。いらっしゃいませ」

　柔らかな笑みを向けてくれた。社長に視線を戻すとニヤリとする。

「水神が女性を連れてくるなんて珍しいな」

「……うちの会社の人間だが」

「そんな恥ずかしがることはないだろう。今日は北海道産のウニが入ったから、ウニのクリームパスタでもどうかな？」

　社長が私の顔をうかがうように見つめたので、にっこりと笑う。私はウニが大好き。北海道で食べたウニは本当に甘くて美味しかった。

「ウニ大好きです」

「そうですか。それは良かったです。お好きな席におかけください」

　窓際の席が空いていたので、私と社長は向かい合って座った。端の席なので会話があまり他の人には聞こえないので安心する。もちろんシェフにも聞こえていないだろう。

　話ししている内容を聞かれるのは、少し恥ずかしい。副社長にも言われたけれど、私は社長に対する態度がどこか違うようだ。きっとシェフにも、私が社長のことが好きだというのがバレてしまうだろう。

　ウエイトレスさんがお水を運んでくれる。こういう雰囲気だとお酒は強くないけどワインが飲みたいななんて思った。アルコールを口にしてまた失敗しては困るし、遠慮しておこう。

　社長はノンアルコールのスパークリングドリンクを注文し、私はアイスティーをお願いした。

　料理が運ばれてくるまでの間、見つめ合う。まるでデートをしているかのような気分になるが、勘違いしてはいけない。これはあくまでも残業した社員を労ってくれているのだ。

「……体、大丈夫か」

「体……ですか？」

　何のことを言っているのかわからなくて、首をかしげてしまう。

　社長は咳払いをして、水を一口飲む。

　その様子を見て、札幌出張での夜のこと言っているのだとわかった。

「激しくしてしまったから……」

　あれから二週間経つというのに、気にしてくれたことが嬉しかった。

「ありがとうございます。しばらくは違和感がありましたけど、平気です……」

　二人の間に気まずい空気が流れる。

　悪い空気をかき消すように、いいタイミングで前菜が運ばれてきた。スモークサーモンとポテトサラダのようなものが綺麗に守られている。

「いただきます」

　社長と食事するのは緊張するが、お腹がとっても空いていたので遠慮なく食べることにした。

「美味しいです」

　私がにっこりと笑うと、社長は深く頷く。

「あいつ口は悪いが、料理のセンスは抜群だからな」

　続いてパスタが運ばれてくる。

　黄金色にキラキラと輝いているウニが、ふんだんに使われていてとても美味しいそうだ。一口、口に入れるとウニの甘みがいっぱいに広がり、鼻を通り抜けていく。すごく美味しくて感動してしまうような味だった。

「まさかこんな美味しいパスタを食べられると思っていませんでした」

「気に入ってくれたようで何よりだ。また食べに行こうよう」

　次もあるような言い方をされ、私は勘違いしてしまいそうになる。次の約束もしてくれるなんて本当にデートみたい。変な期待をしてしまいそうになっちゃうじゃない。






　食事が終わり外に出ると、先ほどまで晴れていたのに、しとしとと雨が降っていた。

「今日は本当にありがとうございました。電車で家に帰ろうと思うので」

　社長が私の手首をギュッとつかんだ。真剣な眼差しを向けられてドキッとしてしまう。

「あの、ちょっと……」

「送っていくと言っただろ」

「いえ。大丈夫です……」

「どうして遠慮なんかする？　俺が送って行くと言っているんだから、甘えたらいい」

　私と社長は恋人じゃないのだから、遠慮するに決まっている。

　手をつかまれたまま歩いてコインパーキングまで向かう。知らない人が見たら、手をつないでいるように見えるかもしれないけど、引っ張られているだけ。

　車に押し込まれるような形で乗せられた。

「住所は？」

　断っても聞くまで返してくれなさそうだ。私は堪忍して住所を告げた。

　ナビで設定すると、車が動き出す。

「浅山は一人暮らしか？」

「はい。狭いですけど、一人暮らしでは十分です」

「まあ、そうだな。日中は会社にいるし、くつろげるスペースがあればいいと思う」

　札幌の出張以外でこんなに長い時間を一緒に過ごしたのは始めてだ。

　彼の隣にいると、ホッとするような、落ち着くような、そんな不思議な気持ちになる。

「妹さんとは、今でもよく会うのですか？」

　プライベートのことを聞いてまずいかと思ったが、社長は嫌がる様子もなく話してくれる。

「今はアメリカで日本語教師として働いている。たまに帰ってきて飲みに行くがな」

「そうなんですね。仲がいいんですね。一人っ子だから羨ましいなぁ」

「帰ってきたときは、紹介するから」

「楽しみにしております」

　リラックスした表情で話してくれている。なんだか、温かい気持ちになっていく。

　車で二十分で、私の住んでいるマンションに到着した。

「わざわざここまで送ってくださりありがとうございました」

「構わない」

　私が車から降りようとした時、ふたたび社長から腕をつかまれる。あまりにも力強くてドキッとした。おそるおそる社長に視線を送る。

「ここからだと、俺の家までは車だと十分ぐらいで着くはずだ」

「意外と近いところに私たち住んでいたんですね」

「そうだな」

　……で、どうして手を離してくれないのだろう。困惑していると、社長はキョロキョロと辺りを見回している。

「このマンションには、お客様用の駐車場はあるのか？」

「え？」

　まさか家に入るつもりだろうか。明日も仕事なのに遅くまで大丈夫なの？　まあ社長は、すごくタフそうだから体力的には問題ないのだろうけれど……。

　でも、婚約者がいるのに、一人暮らしの女性の部屋に入るなんて、問題があるように思うけど……。

　社長と社員として、何か込み入った話をしたいのか。それなら明日会社で話せばいいのに。

「駐車場はどこだと聞いている」

「あ、えっ……。うちには、駐車場がなくて……。少し歩くのですがいいですか？」

「案内しろ」

「わ、わかりました……」

　部屋に入る流れになっちゃっているけど、大丈夫なの？

　コインパーキングに車を入れると、コンビニに寄った。飲み物とかおつまみをかごに入れると、なぜか歯ブラシと避妊具まで手に取る。歯ブラシって……泊まっていくつもり？

　それよりも避妊具って……誰と使うつもりなの？　この流れからすると私だよね。

　言葉少なめに、私のマンションに向かう。

「社長がいらっしゃると思わなかったので、部屋がちょっと汚れていますが、ご了承ください」

「そんなのはどうでもいい。ただ二人でいるときは、社長と呼ぶのはやめてくれないか？」

　まるで、恋人になったかのような口振りで言われて、私は困惑してしまう。何とお呼びするのが正解なのだろう？

「……水神さん」

「なんだそれ。ふざけているのか」

「まさかそんなつもりはありません……」

　そんなに怒ることないのに。まさか社長のことを下の名前で呼べるはずがない。

「匠太郎でいい」

「え？　……無理です」

「下の名前で呼べ。わかったな」

　もう本当にわけがわからない。

　どうしてこんなことになっているのだろう。






　マンションに到着してエレベーターに乗る。部屋の前について、ドアを開けて中に入れる瞬間――とっても緊張した。

「……どうぞ」

「お邪魔します」

　扉を開けて社長が入るのを確認すると、私は後に続いて後ろから入った。

　鍵を閉めると、これから二人きりの世界になってしまうのだと妙に意識してしまう。

　リビングに入った社長は、部屋の中を見渡している。

「綺麗に片付いているじゃないか」

「一応、お掃除はちゃんとしているので……。狭いですけど適当に座ってください」

　社長はリビングにあるソファーに腰をかけた。

「お茶かコーヒーしかありませんけど……」

「じゃあコーヒーをもらうかな」

「わかりました。ブラックでいいですか」

「あぁ」

　社長が自分の部屋にいるなんて変な感じがする。会社の延長線上のような気もすれば、昔からの恋人だったかのような空気感もある。

　コーヒーを二つ用意して社長の近くに行くと、彼が座っている席の隣をポンポンと叩いた。まさか隣に座れと言っているのだろうか。恥ずかしくて隣に座るなんてできない。気がつかないふりをして社長の目の前に腰を下ろすと、不機嫌そうな顔になる。

　私が出したコーヒーを一口飲むと、社長はおもむろに立ち上がった。そして私のすぐ隣に腰を下ろす。距離を詰めてきたので緊張していると、ゆっくりと私の後ろに回ってくる。何をするのかと思えば、私をそっと抱きしめた。

　驚きすぎて呼吸が止まるかと思った。

　まるで彼氏が彼女を抱きしめるような格好だ。社長は一体どうしてしまったんだろう……。

　腰に手を回してきてぎゅっと抱きしめられた。こんなこと男性にされたことがないので、固まってしまう。まるで私のことが好きだと錯覚するような抱きしめ方だった。

「あの……」

「なんだか落ち着く。しばらくこのままの体勢でいさせてほしい」

　いつも余裕たっぷりの大人の男性からこんな風に甘えられるなんて、胸がキュンキュンしてしまう。もっと、もっと好きになったらどうしようか。社長は、責任を取ってくれるの？

　後ろから回された手は、いつしか私のスーツのボタンを外し始めている。抵抗しようかと思ったけれど、なぜだか拒否する気分になれない。

　ジャケットが脱がされて、中に着ている半袖のカットソーの上から胸が揉みしだかれた。

「……駄目……です……んっ」

「……乱暴にしないから」

「そういう問題じゃなくて……あっ、ん……」

　社長の大きな手で円を描くように胸が揉まれる。抵抗しようと思うが、札幌の夜の快楽を思い出してしまいやめてと言えない。気持ちよかったのを覚えてしまった体は、彼の手に翻弄される。

「手を上げて」

「……いやっ」

　あっという間にカットソーを脱がされてしまい、いつの間にかブラジャーのホックが外され胸があらわになってしまう。形が変わるほど揉まれる。

「あっ……んっ……あぁっん」

　電気がついて明るい中なので恥ずかしい。

「……電気、消してください」

「もう合コンに行かないと約束できるなら、紗弓の要望を受け入れてやる」

　下の名前で呼んでくれた。

　そんな小さなことで、ときめいてしまうなんて重症かもしれない。

「わ、私……、合コンなんて行ったことありません」

「誘われて行こうとしていたじゃないか」

　美加に誘われていたことを言っているのだろう。

　それはそうだけど、社長に行くなと言う権利はないような気がする。

　胸の先端が、人差し指と親指でつままれて、ぐりっと捻られた。

「あぁんっ……」

　強い快楽に何も言い返せなくなってしまう。体がどんどん熱くなってきて、呼吸が荒くなる。

「行かないです、だから……、あぁんっ」

　後ろから手が伸びてきて太ももを、手のひらで撫でてくる。ストッキングの上から触られるとくすぐったい。

　そのまま手がどんどんと上がっていき、スカートの中に入ってきた。内側の太ももを撫でるが、触れてほしいところはなかなか触ってくれない。

　腰が勝手に動いてしまう。こんなの、自分の体じゃないみたい。

「紗弓は、感度がいいな」

「……ひゃっ、あっ……んっ……」

　その場で倒された。

　組み敷かれ、射抜かれるように見つめられる。脚を広げられショーツの上から、敏感な部分が刺激される。どうされると気持ちがいいと覚えてしまった体に、悦びが湧き上がった。

　快楽の波に溺れてしまう――。

　このまま社長を受け入れたら、体の関係になってしまう。泥沼にはまりたくないと思うのに、もっと触れてほしい。

　ストッキングが脱がされ、スカートのファスナーが降ろされた。私の体に身につけているものは、ショーツだけになる。

「紗弓の寝室に行きたいのだが」

「……もうこれ以上は駄目です」

「抱かせてほしい」

　ストレートな言葉で言われた私は、ついつい頷いてしまった。思考回路が正常に動かない。

「私も社長に……抱かれたいです」

　今は何も煩わしいことを考えたくない。

　素直な私の言葉に、彼が微笑んだ。両頬を手のひらで包み込むと、おでこを合わせて、ゆっくりとキスをされる。

「紗弓……」

　お姫様抱っこしてくれる。しっかりと社長の首につかまると、抱っこしたままキスをしてくれた。

「重くないですか？」

「紗弓なんて軽いもんさ」

　逞しい社長のことが、ますます好きになる。ベッドまで運んでくれてゆっくりと寝かされた。私の上に乗っかってきた社長が、抱きしめてくれる。シングルベッドなので狭いけれど、彼と密着しているのが嬉しい。

　自分がいつも寝ている落ち着くところで抱かれていると思うと、妙な興奮に包まれる。

　耳たぶをペロペロと舐められた。

「あっ……んっ……」

　ワイシャツとスラックスを脱いだ彼の裸を見つめる。無駄な贅肉が一つもない。

「紗弓も裸になろうか」

　彼が私のショーツを降ろす。脚を広げると身をかがめて。秘所に顔を近づいてきた。指で花びらを開かれると、そこはすでに濡れそぼっていて、空気に触れるとひんやりする。

　なかなか、触れてくれなくて焦れったい。腰が勝手に動いてしまう。

「どうされたい？」

「……わ、わからないです」

「こんなにひくひくしているのに？」

　意地悪なことを言われているのに、私の秘所が熱を帯びてくる。

「では、選択肢を与えようか。一、指で。二、舌で。三、放置。どれがいい？」

　恥ずかしくて頭がおかしくなってしまいそうだ。脚を閉じようとするが、しっかり押さえつけられていて動かせない。

　困っている私を見て社長は楽しんでいるようだ。クスクスと笑いながら、時折、人差し指で敏感な粒をそっと撫でる。

「んっ」

「ちょっと触っただけなのに、気持ちよさそうだな。俺とのセックス、気に入ったか？」

「……そんなこと聞かないでください」

　何も答えられずにいると、恥ずかしいところを指で広げて、長い舌で舐めてくる。絡みつく舌の動きに翻弄されていく。舌先をすぼめて固くすると、敏感な粒を刺激し始めた。強い快楽に頭が真っ白になる。

「あっ……あっぁんっ……そこ……あっ……あぁぁんっ……っ！」

「そんなに喘いだら聞こえてしまうぞ」

　声を出さないように堪えるが我慢できない。社長の舌の動きに合わせるようにして声が出てしまう。

　敏感な粒を舐めながら、潤いの泉に中指を推し進めてくる。緊張したが十分に潤っていてすんなりと指が入っていく。

「痛くないか？」

「はい」

　気を使ってくれる彼の優しさに胸がときめいてしまう。奥に入った指が円を描くように動かすと、ぐちゅっと水分を含んだ音がした。

「あっん、あっ……ゃ……ぁ……んっ……あっ……あぁっん」

　中の壁を擦られると、ドンドンと蜜があふれてくる。頭のてっぺんから、つま先まで一気に快楽が走り抜けていた。自分の中で熱が溜まっていき、あっという間に絶頂を迎えてしまった。

「いったようだな」

　達してしまった私は、呼吸を乱しながら社長を見つめる。熱っぽい彼の視線に胃の辺りがかぁっと熱くなった。

　チュッとリップ音を立ててキスをし、頭を撫でてくれる。

　社長はあっという間に一糸まとわぬ姿になり、買ってきた避妊具をさっとつけた。

　そんな時、休憩室でかけていた副社長の言葉を思い出す。

　――結婚する前にもっと遊んでおけ。

　社長が、社内外の女性から声をかけられたり、アプローチされたりしているのを何度も見たことがある。

　ただ、社長は真面目な性格であり（ちょっと俺様の所はあるけれど）浮気をするようなタイプではないと思っていた。

　副社長に提案されて、結婚する前に少しは遊んでおこうと思ったのかもしれない。その遊びの相手に、私が選ばれたのだ。

「……あっ……んっ……」

　抵抗しようと思った時、社長が熱の塊が私の体の中に入ってきた。腰をゆっくりと動かして奥まで勧めていく。

　一度目よりもはるかに気持ちがいい。硬くて温かい彼が入っているのが幸せで、切なかった。社長は、私の快楽ポイントを完全にマスターしたようで、弱いところを連続的に攻めてくる。

「あっん、あっ……あぁぁんっ……」

　私の腰の横に手をついて、さらに強く打ち付けてきた。奥深いところから快楽が湧き上がってくる。

「あっ……んっ……あぁぁっ」

　私は、社長の遊び相手なのだ――。

　お互いにこんな関係、よくないに決まっている。今日で最後にしよう。そう思うけれど、大好きな人が快楽に溺れている姿を見ていると、役に立てて嬉しくなる。

　それに……だんだんと気持ちよくなり、余計なことを考えたくない。

「すごいです、おかしくなっちゃいそうです」

　もっともっと深いところを突いてほしいと思っていると、私の考えが伝わったのか社長の熱の塊が奥を貫く。

　私はシーツを握り締めながら、社長のことを受け止めていた。

　腰の動きをだんだんと速めると、二人の肌がぶつかり合う音がする。ベッドの軋む音がやたらと淫らに聞こえた。

　彼の呼吸が荒くなり、小さなうめき声を上げる。それと同時に私の中から引き抜いた。

　私は、社長に抱きしめられている間に、何度絶頂を迎えたかわからない。

　目をそっと開くと、社長は私の隣に添い寝をした。そして、ぎゅっと抱きしめる。

「紗弓の体は、抱き心地がいい」

「……ありがとうございます」

　腕枕をして、頭を撫でてくれる。大事にされているような気持ちになり、涙が出そうになった。

「こうして裸で抱き合っていると、もう一度抱きたくなってしまう」

　えっ？

　横を向いた社長が私の頬にキスを落とす。

「辛いか？　もう一度だけしてもいいか？」

「……社長は甘え上手ですね」

　肩にチュッとキスをされおねだりされると、断れない。私は社長の遊び相手なのに、どうして彼の要望に応じたくなるのだろう。

「どうして、私なんですか？」

「そんな質問はナンセンスだ。俺が選んだのだからそれでいいと思わないか？」

　うまくはぐらかされた気がする。妖艶に微笑んだ社長は、私に深いキスをし、同時にまだ濡れている秘所に中指を忍ばせてきた――。










　目が覚めると、狭いシングルベッドでくっついて眠っていた。背中に感じる社長の体温を噛みしめる。

「起きた？」

「おはようございます」

「おはよう」

　耳に流れ込む大好きな人の声に胸が締めつけられた。

「離れたくないが、朝になってしまったな」

　お尻に硬くなった熱の塊が押しつけられる。社長の体力に私は圧倒されるばかりだ。

「駄目」

「何で？」

「朝から激しくされたら欠勤しちゃうかもしれません」






　ベッドから抜け出した私は、適当な朝食を用意した。

　美味しいとは言ってくれなかったけれど、食べ終えると満足そうな顔をしている。

「着替えてから会社に向かう。もうそろそろ行く」

「わかりました」

「また来るから」

　こういう場合、どんな返事をするのが妥当なんだろう。

「連絡先がわからないと不便だから交換しておこう」

　テーブルに置いてある私のスマホを勝手に持つと、登録をした。私の電話帳に社長の連絡先が登録されたなんて不思議な気持ちになる。

「じゃあ」

「……はい」

　玄関まで見送ると、社長が振り返った。

　見上げると、彼はかがんで視線を合わせて、顔を近づける。

「紗弓、ありがとう」

「こちらこそ」

　社長がドアを開いて部屋から出ていった後も、しばらくその場から動けなかった。

















第四章　極上デート












　洗面所に行くと、歯ブラシが二本ある。社長が置いていった歯ブラシを見ると、彼に会いたくなってしまう。

　自分の体が、社長の居心地がいいように作り変えられている。

　いつかは終わりが来るのだから、あまりハマってはいけないのに、心がどんどん奪われていく。

「はぁ……」

　洗面を済ませて鏡を見ると、深いため息をついた。

　一生詫びろと言われたけれど、いつまで反省したらいいの。

　社長を襲ってしまうというとんでもない失態を犯してしまった。あの札幌の夜がなければ、社長のセフレには指名されなかっただろう。

　これから、どうなってしまうの？

　浮気はよくないと社長に言うべきだ。

　婚約者さんを悲しませるわけにはいかない。私が婚約者の立場なら、絶対に許せない。

　一日も早く、社長との関係を終わらせなければ……。

　重たい気持ちを引きずるようにして、私は出社をした。







◆








「申し訳ありません。……はい、システム課には間違いなく報告をさせていただきます」

　研修を行ったクライアント様からのクレーム対応をしていた。

　営業担当者とは話にならないから、私に変われと言われたのだ。一時間ほど電話で話しても埒が明かない。課長と営業課長が近くに来て心配そうな視線を向けている。

『お詫びに行くと言ってみて』とのメモが営業課長から渡された。頷いた私はタイミングを見計らって伝えてみる。

「もしお時間の都合がよろしければ、直接お詫びをさせていただけないでしょうか？」

『今すぐ来い』

　ガチャン――。電話を切る音がした。受話器を置くと、私は営業課長を見つめる。

「今すぐ来いとのことです」

「浅山さん、巻き込んじゃって申し訳ないね」

「いえ……。私の話だと、まだ比較的聞いてくださるようです」

「一緒に行ってもらえるか？」

「わかりました」

　私と営業課長で急遽、お詫びしに行くことになった。






　クライアント様に会いに行き、なんとか許せてもらえた。

　話が終わったのは七時過ぎ。自分のやる仕事がまだ終わっていない。

　オフィスへの帰り道、営業課長がほっとした表情をしている。

「本当に助かったよ。浅山さんのおかげで丸く収まって」

「なんとかなってよかったですよね……」

「今度、お礼させてもらうよ。美味しい物でも食べに行こう」

「仕事なので……。気にしないでください」

　オフィスに到着して自分の部署に戻ろうとした時、営業課長に深く頭を下げられた。

「本当にありがとう」

「いえ、こちらこそ課長の対応を見て勉強になりました」

「まだやることが残っているんでしょ？　何か手伝おうか？」

「大丈夫ですよ」

　実はあまり余裕がない。明日は日帰りで仙台のクライアント様に会いに行く約束があり、しっかりと準備をしておきたかった。でも、営業課長を心配させたくなくて微笑むと、彼も穏やか表情を見せた。

「全然関係ない話だけど、浅山さんって奥さんにしたらいいタイプだろうね」

「ありがとうございます！　元気が出ました。では！」

　二人で話していると社長が歩いてくる。会社での社長は、いつも鋭い瞳をしていて緊張してしまう。

「お疲れ様です。実はクレーム対応がありまして、浅山さんについてきてもらったんです」

　課長が社長に説明をしている最中に、私は自分の部署へと戻った。






　夜九時になり、職場のメンバーは一人ずつ帰っていく。ついには、私一人になってしまった。

　そろそろ仕事が終わりそうだから、頑張らないと。でも、ちょっと疲れたなと思った時、社長がやってきた。

「お疲れ様です」

「土日は、予定を空けておけ」

　相変わらずの命令口調だ。休日に予定を空けておけということは、プライベートで会おうという意味だろう。

　断ろうと思ったのに、彼と目が合った瞬間、何も言い返せなくなってしまった。

「……仕事は終わりそうか」

「はい。もう帰るところです」

「送っていこうか」

「大丈夫です……」

「そうか。じゃあ、土曜日に十時に迎えに行くから」

　去っていく後ろ姿を見つめる。次会ったらしっかりとお別れを言おう。







◆








　土曜日朝、社長が自宅まで車で迎えに来てくれた。ポロシャツにジーンズというラフな服装でも彼には似合ってしまう。私は白い無地のキャミソールのワンピースにカーディガンとサンダル。車に乗り込むと、社長はちょっと緊張した横顔をしていた。

「今日は両親の命日なんだ。せっかくの休みで申し訳ないんだが、一緒に墓参りに付き合ってくれないか」

「そうだったんですね。わかりました」

　そんな大事な場所に連れて行ってもらってもいいのだろうか。

　社長のご両親が眠っているお墓は、横浜にあるらしい。ドライブを兼ねて他愛のない話をしながら向かう。

　墓地公園に到着するととても天気がよかった。自然に囲まれているところで、居心地がいい。

　社長のご両親のお墓の前に行くと、私は手を合わせた。しばらく社長は無言でいたがゆっくりと話を始める。

「まだ妹が小さい時に亡くなってしまって。働くのに必死であまり恋愛をしてこなかったんだ。両親も俺が女性を連れて来たから驚いているかもしれない」

　本当に一緒に来るのが私なんかでよかったんだろうか。普通ここに連れてくるのは婚約者だと思うのだけれども……。心の中でいろいろな迷いが出てきて何も言えずにいると、社長が立ち上がった。

「こんなところに連れてきて申し訳なかった。せっかくの休みだというのに」

「いえ。連れてきてくださってありがとうございます。いつもお世話になっている社長のご両親にご挨拶ができたので嬉しかったです」

　社長の鋭い視線が突き刺さっている。これが交際の報告だったり、結婚の報告だったりしたらよかったのだけれども、私と社長は近い未来にお別れをしなければならない。

「さ、お腹も空いてきたしランチでも行こうか」

「はい」






　海の見えるレストランでランチをしてから海へ向かう。レストランの脇を通り抜けると、白い砂浜がある小さな海岸があった。

　人が少なくて、ゆっくりと波の音を聞きながら語り合える雰囲気に、私はドキドキとしていた。時折風がふくから、あつすぎなくて心地がいい。

　砂浜に二人で腰を下ろすと、社長がさりげな手を繋いできた。二人で一緒にいるのがとても自然だ。

　いつまでもこの時間が続けばいいと思っていたが、今日のデートで私はお別れを告げようと思っている。どのタイミングで言えばいいのか迷っているうちに、時間はだんだんと過ぎていく。帰り道に、ちゃんとお別れを告げようと心に決める。

　どんな言葉がいいのか、私は思い悩んでいた。

　太陽が少しずつ傾いてきた。私は社長に視線を送る。

「そろそろ帰りませんか？」

「まだ早くないか？」

「ここから家まで時間がかかってしまいますので……」

　そうは言っても真夜中にはならないと思うけれど、このまま一緒にいると甘えたくなってしまい、別れを告げるのが辛くなるだろうから、一秒でも早く離れたいと思った。

「土日の予定を空けとけって言っただろ」

「……開けてはありますけど」

　歯切れの悪い私の言葉に社長はむっとしている。今日も私と抱き合って泊まっていくつもりなのか。

「……ホテルの食事を予約してあるんだ」

「え？」

「夜景が見えるレストランで少し美味しいものでも食べようかと思って。まだ時間があるから少し散策でもしようか」

　そんなロマンチックなデートを用意してくれているとは思わなかった。社長は浮気相手に対してもこんなに優しいのか。ということは、本命に対してもどれほどの愛情を注ぐのだろう。

「……あまり気乗りしないようだな」

「そんなわけでもありませんが……」

　立ち上がった社長は、私の手を引いて立たせてくれる。目が合うと髪の毛をそっと払ってくれ唇を重ねてきた。

「……駄目です」

「キスくらいいいだろ」

「誰か見ているかもしれないです」

「そんなのどうでもいい。行こう」






　車で鎌倉の町まで移動して、少しぶらぶらと歩いた。

　空が薄暗くなってきた頃、社長は横浜市内にあるホテルへと向かうために車に乗った。

「せっかくだから、服を買っていかないか？」

　夜景の見えるレストランで食事をするような服装ではない。出費が増えてしまうが仕方がなく買い物に行くことにした。

　一人では絶対入ることがなさそうな洋服屋さんを発見し、店内に入っていく。白と黒で作られた店内のレイアウトはとてもスタイリッシュでお洒落だ。そこにはちょっと高級そうなワンピースがいくつもあった。

「……これなんて、どうだ」

　社長が選んでくれたのは緑色のノースリーブのワンピース。派手すぎず地味すぎなくて私にとても似合っているような気がした。

　試着をさせてもらい更衣室から出ると、社長の視線が私に向けられる。

「どうでしょうか」

「とてもいいと思う。この服に合うバッグと靴も用意してもらえないだろうか」

「かしこまりました」

　店員さんに告げると、社長が近づいてくる。耳元に唇を近づけてきて、そっと呟いた。

「美しくて、どうにかしてしまいたくなる」

　恥ずかしい言葉を言われた私はきっと真っ赤になっているに違いない。私はバックとワンピースと靴を身につけている間に、社長が会計を済ませてくれていた。

「こんな高価なものをプレゼントされてもお返しなんてできません！」

「別にお前に見返りなんて求めていないさ」

　涼しい顔をして車に乗り込むと、社長と私はホテルに向かう。

　大事にされているのが辛い。社長も私との関係を今日で終わらせようとしているのかもしれない。






　ホテルに到着すると、ロビーで待つように言われる。ふかふかのソファーで腰をかけて待ちながら眺めていると、優雅な雰囲気に飲み込まれそうになった。

　社長がスーツに着替えてやってくる。スーツ姿がよく似合う。まるで王子様みたいだ。

　案内された最上階のレストランには、個室が用意されていた。

　窓から広がる夜景はとても輝いていて、宝石箱をひっくり返したような美しい夜景が広がっている。女の子であれば誰もが胸をときめかせてしまうだろう景色であった。

「……綺麗」

「気に入ってくれたようで嬉しい。ここの食事もとても美味しいんだ」

「そうなんですね」

　社長はここに誰と来たのだろう。私は嫉妬できるような立場ではないのに、ついついヤキモチを焼いてしまう。

　アンティークの椅子に白いテーブルクロスがかかっていて、テーブルの上にはお皿とフォークとナイフナプキン、グラスがすでに用意されていた。特別な雰囲気に私は緊張してしまう。ノンアルコールシャンパンが運ばれてきてグラスに注がれた。

「乾杯」

　何に乾杯なのがわからないか、とりあえずグラスを重ねる。するとすぐに前菜が運ばれてきた。

「スモークサーモンのサラダでございます。ソースはパッションフルーツを利用しております」

　ウェイターさんが丁寧な口調で説明してくれ、笑みを浮かべてさり気なく去っていく。

「こんなところで食事をしたことがないので、緊張しているんですけれども……」

　震える声で伝えると、社長は中指にメガネをあげてクスッと笑っている。

「個室だから誰も見ていないじゃないか。俺しかいないんだから緊張することないさ。好きなように食べるといい」

「……ある程度のテーブルマナーはわかっていると思うんですが、変なところがあったら教えてください」

「あぁ、俺が全て教えてやるから安心したらいい」

　心強いのと思いながらナイフとフォークで食事を口に運ぶと、サーモンの甘みとパッションフルーツの甘酸っぱさが広がりとても美味しい。にっこり笑って社長を見つめると、彼は少し頬を赤くした。

　続いてそら豆の冷製スープが運ばれてきて、オマール海老のロティが運ばれてくる。黒毛和牛の赤ワイン煮込み、そして繊細に盛り付けられたデザートプレートが運ばれてきて、身も心も大満足だった。

「本当に美味しかったです。誕生日とお正月とクリスマスが一気に来たような感じでした」

「それはよかった。また美味しいものをたまに食べに行こうよう」

　まるで次もあるかのような言い方に私はきょとんとした。お別れを告げるためにこんなに豪華なディナーを食べさせてくれたわけではなさそうだ。

　そうでなければ、社長が結婚した後も愛人を続けてほしいということなのだろうか。

　大好きな社長とは定期的に会いたいしデートもしたいけれど、奥さんに申し訳ないからこんな関係を続けてはいけない。

「あのっ」

　今ここでお別れを言わなければ、ずるずると関係が続いてしまう。

「……じゃあ、行こうか」

「はい」

　車に乗ったら、お別れの挨拶をする。悲しいけれど、私は不倫なんてできる人間ではない。

　そう思っていたのに、エレベーターに乗ると二十三階のボタンを押した。

「今日は部屋を予約してある。のんびりと過ごせたらいいかと思って」

「……そうだったんですか」

「せっかくこっちまで来たからたまにはいいだろう」

「……」

「ほら、降りて」

　せっかく予約してくれていたのだ。断ることなんてできず、私は困惑しながらも部屋に入った。

　横浜の観覧車が見えてロマンチックな雰囲気の中、大きなベッドが二つ用意されている。広くて清潔で高級感のある雰囲気に、私はテンションがついつい上がってしまった。ベランダがついていて外に出ると海風を感じることができる。

「すごいお部屋ですね！　綺麗！」

「いつも頑張っているからな。紗弓へご褒美だ」

　後ろからぎゅっと抱きしめられると、私はフリーズしてしまった。大好きな人にこんなに大事にされて、幸せすぎる。私と社長が本当の恋人であるならどんなにハッピーなのだろうか。駄目、駄目。このまま流されてはいけない。せめて今日は抱き合うのは拒否しなければ、罪が大きくなる気がした。

　社長の手の中から抜け出すと、部屋の中に入ってバスルームに向かう。

「……バスルームからも夜景が見えるなんて」

「この部屋いいだろう。一緒に風呂でも入ろうか」

「……は、恥ずかしいです」

「何を今更言っているんだ。紗弓の体のことは隅々まで知っている」

　社長が私の前に回ってきて、顎をくいっと持ち上げると、唇を重ね合わせた。

「風呂に入ろう」

「いや……」

　ワンピースの背中のファスナーを下げられると床に落ちた。社長があまりにも色っぽい瞳で見つめてくるので、私は抵抗できなくなってしまう。

　ブラジャーのフックを外されショーツまで脱がされてしまった。一糸まとわぬ姿になり困惑していると、社長は自ら洋服を脱ぎ捨て私の手を引いて浴槽の近くまで連れていく。

　夜景が見えていてロマンチックなお風呂場で、私たちは甘いキスをした。

　シャワーのお湯を出して体にかけてくれると、たっぷりと泡を手につけて体中を洗ってくれる。

「んっ……、大丈夫ですから、自分で洗えますよ」

「俺が洗ってやりたいんだ。綺麗にしてやるから安心しろ」

　首筋を洗っていた手がだんだんと降りてきて、胸の膨らみを包み込むように洗う。反応してはいけないと思うのに体はだんだんと熱くなり、胸の先端がコリコリと硬くなってきた。恥ずかしくて身をよじるが社長の手が追っかけてくる。

　胸からウエスト周りを洗い、ヒップラインを撫でられる。正面から抱き合うような格好になり、お尻の割れ目をツーっと撫で上げた。

「お風呂場は、こういうことをする場所ではありません」

「どういうことだ？　体を綺麗に洗ってあげているだけだが」

「意地悪……」

　秘所に伸びてきた指が敏感な粒を撫で回す。甘い電流が走り抜け、立っていられなくなった。しゃがみこんだ私の体の泡を洗い流してくれる。社長のことを睨むと楽しそうに笑っていた。

「俺のことも洗ってくれないか？」

　大人の男性から甘えられたら、断れない。彼が喜ぶならとやってあげたくなってしまう。

　同じように手に泡をつけてよく鍛え上げられた体躯を洗っていくと、熱の塊が目に入った。とても大きくなっていて、逞しい。

「あまり見つめないでくれ……」

「だって……、こんなになっているので……」

「紗弓の体を見て興奮してしまったんだが、何か問題でもあるか？」

「あります。今日は駄目です！」

「素直じゃない紗弓も可愛いな」

　本当に拒否しているのに、両頬を包み込まれてチュッとキスをされる。そのまま社長の舌が私の口の中に入ってきて掻き回される。

　二人のキスの音が静かなバスルームの中に響く。社長の指が敏感な粒を捏ね始める。

「んっ……あっ……んっ」

「ぬるぬるしているな。ちゃんと洗い流してやらないと」

　シャワーを当てられただけで気持ちがいい。体が火照る。

　泡をお互いに流し終えると、二人で浴槽の中に浸かった。

　背後から私を抱きしめるような体勢で、お腹の前で手を組んでいた。二人で夜景を見つめる。

「デートには最高の場所だな」

「そうですね」

　社長がさりげなく私の胸を揉んでくる。体をよじって逃げようとしても押さえつけられていて逃げられない。

「駄目ですよ、触っちゃ駄目です」

「なんでだ？」

「……駄目な理由は、社長にもわかっているはずです」

「拒否される理由がまったくわからん」

　不機嫌そうな声が耳に流れてきて、私は切なくなる。

　どうしよう……大好きすぎてお別れなんてできない。浴槽の中で私は体ごと振り返ると、社長が思いっきり抱きしめてくれた。







◆








　午前中が終わると、美加がランチに誘いに来てくれた。タイミングよく伸也もやってくる。

「今日は近くのカフェでも行こうか？」

「そうするか」

　三人で話しながらエレベーターホールに行くと、紙袋を持った女性がいた。きょろきょろとしていて、うちの社内の人間ではなさそうだ。

「何かお探しでしょうか？」

　私が声をかけると、彼女はふんわりと微笑む。スラーッとしていて髪の毛の毛先を綺麗に巻いている。甘いいい香りがして、濃すぎないメイクをしていた。品がいい雰囲気をまとっている。

「千堂せんどうと申しますが、水神社長にお届け物がありまして」

「……ご案内いたしますね」

　二人に先に行っていてもらうことにして、彼女を社長室まで案内することにした。

「わざわざすみません」

「いえ……」

　社長室に到着して秘書室に電話を繋ぐ。用件を伝えると水神社長が自ら出てきた。

「……麻矢子さん」

「突然来ちゃってごめんなさい。お弁当作ってきたので食べていただけたらと思いまして」

　にっこりと笑って社長を見つめる瞳は、恋をしているようだった。まさか、彼女が社長の婚約者？

　……見たくなかった。こんなに綺麗な人と結婚をするのか。勝ち目がないじゃない。と、同時に罪悪感を覚える。彼女にとって私は浮気相手なのだ。大好きな気持ちがあっても、正当化してはいけない感情……。

「紗弓が案内してくれたのか？」

「えっ」

　オフィス内で下の名前で呼ばれたことがなく、ドキッとした。しかも、婚約者の前でなんということをするの？

　社長を強い眼差しで見つめるが、彼は動じない。千堂さんのほうを見ていないけど、彼女から睨まれているのがわかる。

「……ま、迷われていたので」

「ありがとう。ランチタイムが終わってしまうから行っておいで」

「はい、失礼します」

　頭を下げると、千堂さんが笑みを向けていた。

「ご親切にありがとうございました」

「いえ……」






　美加と伸也が待っているカフェに向かうと、私の分まで注文してくれていた。正直食べる気なんてなかったけれど、しっかり食事をしなければ午後からも元気で働けない。

「大丈夫だった？」

「うん。彼女、もしかしたら社長の婚約者かもしれない」

　あえて元気そうに言ってみたが、伸也が眉間にしわを寄せる。私が無理に繕っていることに気がついているのだろう。

「確か、婚約者ってどこかのクリニックの院長さんの娘だと聞いたことがある。そのお嬢さんにとても気に入られていて、婚約までたどりついたんだとか」

「そうだったんだ」

　条件も整っている相手なんだ。美人だったし、いい奥さんになりそうなタイプだった。

　食事を口に運んでも味がしない。切なさでお腹がいっぱいになってしまい手が止まってしまう。

「もう、新しい恋をしたほうがいいと思うぞ」

「……わかってるよ。二人共心配してくれて、ありがとう」

「紗弓……」

　お別れを言おうと思っているのに、社長に優しくされたら何も言えなくなる。私は意志が弱い人間なのかもしれない。

　言葉で言えないのなら、距離を置くしかないのかな。







◆








　社長からのメールを無視するようになって一週間が過ぎていた。社長に会わずに過ごす週末はあまりにも長かった。

　今週は出張がないためオフィス内での勤務。なるべく会社内でも社長に会いませんようにと願いつつ働いていた。

「浅山、目が真っ赤だぞ」

　パソコンに向かっていると課長が話しかけてきた。

「やっぱりそうですか？　痒くてたまらないんです」

「鏡で見てみろ」

「お手洗い行ってきますね」

　トイレで鏡を確認すると、右目が真っ赤になっている。痒みが気になって画面を見るのも辛かった。こんなんじゃ仕事にならないから、眼科に行ってこようかな。

　廊下に出ると社長に出くわす。会わないようにしていても、同じ職場である以上、会ってしまうのは仕方がない。

「お、お疲れ様です……」

　逃げようとした時、腕をつかまれる。

「その目、どうしたんだ」

「結膜炎か何かだと思います……」

　周りに人がいないことを確認すると、給湯室へ連れて行かれる。社長の強い眼差しに私は胸の痛みを感じていた。彼が小声で問いかけてくる。

「なぜ避ける？」

「……幸せになってください」

「どういう意味だ。まどろっこしい言い方は好きじゃない」

「……嫌われてもいいです」

　私は、目を背けた。泣きそうになっている私の手を離す。

「……お前のことは簡単には嫌いになれない」

「そんなこと……言わないでください」

「悪化する前に、病院に行ったほうがいい」

「ありがとうございます」

　社長に頭を下げて通り過ぎていった。






　課長に許可を得てから、近くの眼科クリニックを探した。徒歩で行けるところがあり、会社から抜け出せてもらうことにした。

　近くのオフィスビルに入っているらしい。すぐにたどり着くと、さほど混んではいなかったが、サラリーマンやＯＬさんらしき人が何人か待合室にいた。

「本日はどうしましたか」

「目が痒くて……」

　受付にいた女性の顔を見ると、私は驚いて言葉が止まってしまった。彼女は、社長にお弁当を届けに来ていた千堂さんだった。

　ここの病院で働いていたのか……。たしか、近くのクリニックの院長の娘だと聞いたことがあるけど、ここだったとは……。

「紗弓さんでしたよね。こんにちは。……覚えていらっしゃいますか」

「はい。お世話になっております……」

「少々込み合っておりますが、問診票を書いてお持ちください」

「わかりました」

　まさかこんなところで会ってしまうとは思わなかった。満面の笑みを浮かべてくれたが、どこか刺々しい印象がある。

　社長にお弁当を届けに来た時、なぜか社長は私のことを下の名前で呼んだ。あの時、千堂さんは、明らかに面白くなさそうな表情をしていた。






「浅山さん、診察室へどうぞ」

　呼ばれて診察室に向かうと、中年男性のお医者さんと、看護師さんが立っていた。目を診てもらうと結膜炎とのこと。目薬を出してくれることになった。

　眼帯をしてもらうと、待合室で待っているように言われる。

　片方の瞳で見ると見えづらいと思いつつ歩くと、待合室には人がいなくなっていた。

　院長の娘ということは、よほど育ちがいいのだろう。身分的にも社長とお見合いだ。私がどんなに好きだって敵わない……。

　社長があんなにも優しくしてくれるから、もしかしたら……と変な期待をしている自分もいただろう。

「浅山さん」

　名前を呼ばれたので受付に向かう。医療事務のお姉さんは二人いるのに、今回も私の担当は社長の婚約者、千堂さんだった。

「こちらお薬の処方箋になります。当ビルの三階に薬局が入っておりますのでご利用ください」

「ありがとうございました」

「お大事に」

　クリニックの外に出てエレベーターを待っていると、扉が開いた。振り返ると、そこに立っていたのは千堂さんだ。じっと見つめられるというか、睨まれている気がする。

「何か？」

「こんなところで言うことではないかもしれませんが、ちゃんと言っておかなければいけないと思いました」

　可愛らしい彼女からは想像できないほど、厳しい声音だった。私は唾をごくんと飲んで彼女を見つめた。

「はい」

「ご存知かもしれませんが、匠太郎と婚約をしています。私の勘違いだったら大変申し訳ないんですが、あなたと彼の間には特別な空気が流れているように感じました。手を引いていただけませんか？」

　彼女の鋭い瞳が怖い。

「それは勘違いだと思います。私は昔からこの会社でお世話になっております。社長のことはとても尊敬しておりますけれど、恋愛感情はありません」

　嘘をつくことがこんなにも苦しいのだと思わなかった。恋愛感情がないなんて、大嘘だ。ずっと昔から大好きで、大好きでたまらなかった。それはもちろん男性として……。

「そうですか。私の勘違いでしたね。紗弓さんがすごく素敵な方だったので心配してしまいました。医療関係者でよければいろいろな人を紹介できると思うので、気軽に相談してくださいね」

「ありがとうございます。今のところ紹介していただく必要はありませんのでお構いなく」

　頭を下げてエレベーターのボタンを押す。最後は負け惜しみでちょっと厳しい口調で言ってしまった。






　薬をもらってから、外に出ると、空は暗くなってきていた。泣きたい気持ちを抑えつつ会社に向かう。あと一時間で終了時間だが、抜けて病院に行ったので、仕事が残っている。

「頑張らなきゃ……」

　もう人のことなんて好きにならない。

　私は仕事一筋に生きていこう。誰かを好きになって苦しむくらいなら、恋愛なんてしないほうがいい。






　オフィスビルに到着して入り口に入ろうとすると、伸也が営業から戻ってきたところだった。私の顔を見て笑う。

「お前、その眼帯どうしたんだよ」

「結膜炎になっちゃったの。そんなに笑わなくたっていいじゃない」

「びっくりするだろう。肩落として歩いていたからどうしたのかなって思ったんだ」

　伸也は、私を元気づけるためにあえて笑っているのだとわかった。彼は昔から優しくて、気を使ってくれるところがある。

「元気なさそうだから……」

「そんなことないよ。ありがとう」

「ほら、そうやって無理して笑うところ。何か失敗でもしたか？」

「……実はね。今眼科に行ってきたんだけど……」

　少しだけ、婚約者のことを話そうと思った時――。社長が秘書さんと一緒に歩いてくるところが見えた。近づいてきた社長に私と伸也は背筋を正して頭を下げる。

「お疲れ様です」

「お疲れ様。……病院に行ってきたのか？」

　社長が私の前に立ち止まり話しかけてくる。

「はい。結膜炎とのことでした。すぐに治ると思います」

　あえて明るい口調で話すと、社長は了解したというように頷いた。

　その横で伸也が心配そうに見つめている気がした。

　社長が颯爽と私の隣を通り抜けていく。姿勢がよくて、メガネがとても似合っていて……やっぱり、彼のことが好きだ。

　これから私と社長は、二人きりになることはないだろうけど、永遠に社長のことが好きだと思う。
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　眼科クリニックでの出来事を思い出す。千堂さんの口からはっきりと『婚約者』という言葉を聞いて、私はかなりショックを受けていた。じわじわと悲しみが押し寄せてくる。

　仕事を終えてスマホを見ると社長からメールが届いていた。

『会えないか？』

　もう、会えない。会えるわけがない。スマホを鞄にしまうと、伸也がやってきた。

「おっす」

「……お疲れ様」

「飲みに行くか。って、お前は飲まないけど、俺に付き合ってくれよ」

　家に帰っても一人で悶々と考えてしまいそうだ。こういう時は、同僚と楽しく食事をしながら過ごすほうがいい。

「うん。行こうか」

　会社の近くにある焼き鳥屋さんに行くことになった。










　店内は仕事帰りのサラリーマンで混雑していて、煙っぽい。デートでは絶対行かないような場所に連れて来てくれるのが、伸也らしくていい。

　社長が連れてってくれた夜景の見えるホテルというのも、もちろん大好きだけど、私はおじさんが集まるようなお店でも全然平気だ。

　カウンター席しか空いてなくて並んで二人で座った。伸也はビールを注文し、私は烏龍茶。

「で、どうしたんだ」

　心配そうな瞳を向けてくるので、私は素直に言葉が出た。

「実は、今日眼科に行ったらね、社長の婚約相手が勤めている病院でびっくりしちゃった」

「まじで」

　ジョッキでビールを飲みながら話を聞いてくれる。弱っている時に慰めてくれる同僚の存在はありがたい。

「それで彼女に、もう近づかないでくれと言われたの。医療関係者でも紹介するからって言われて、すごく嫌な気持ちになった」

「うわ……。社長も女を見る目がないなぁ」

　焼き鳥を食べながら私はこくこくと頷く。でも、社長が選んだ人なのだから、きっと魅力があるのだと思う。

「それは辛かったな。今日はいっぱい食べろ。ご馳走してやるから」

「やった。ありがとう。遠慮しないでいっぱい食べる」

「安いやつにしてくれよ」

「えー、ケチ」

　伸也には社長と私との体の関係のことは言えない。誰にも言えないけれど、自分の胸にしまっておくのは辛くて……。

「今度、休みの日にでもどっか遊びに行かないか？」

「あぁ、いいよ。どこがいいかな。美加も誘って楽しくやりたいね」

「美加は土日は何だかんだ忙しそうだけどな」

「……そっか」

　伸也に、話を聞いてもらえて元気をつけてもらえた。あのまま家に帰ったら、たぶん、すごく落ち込んでいたと思う。

　焼き鳥屋さんから出ると、雨が降っていた。今日は晴れの予定だったはずだから、傘を持ってきていない。

「予報ハズレだね」

「あぁ、だな。送っていこうか？」

「大丈夫だよ。ありがとう」

「……もう社長に心奪われるお前を見ていたくないな」

　真剣な眼差しで見つめられ、少しドキドキしてしまった。あまりにも唐突だったから、驚いたのかもしれない。

「だからといって無理に忘れる必要もないと思う。社長がお前の心の中にいてもいいから、次の恋愛をしていくように努力していったほうがいいぞ」

「ありがとう」

　私は伸也に手を振って歩き出した。

















第五章　男の嫉妬












　社外でのリサーチを終えてオフィスに帰ってくると、玄関の前で紗弓と小池伸也が喋っていた。眼科の帰りだろうか。紗弓が眼帯をしている。

　小池には笑顔を向けて話すのに、俺のメールには返事をしてこない。

「気に食わない……」

「え？」

　秘書が俺の独り言に反応する。

「いや、何でもない」

　小池伸也――いつも紗弓の近くにいて、彼女のことを見つめている。

　俺にとって彼は、邪魔な存在だ。だが、俺の会社の人間である上、営業部の社員として成績を上げてくれているので、省くわけにはいかない。

　そもそも仕事に私情を挟むのは、許されないことだ。

　俺と紗弓の間に誰が入ってこようが、俺と紗弓の絆を強くすればいいのだが……。

　俺が近づいていくと、紗弓と小池が背筋を正して頭を下げてくれた。

「お疲れ様です」

「お疲れ様。……病院に行ってきたのか？」

　小池に返事をすると紗弓に話しかける。

「はい。結膜炎とのことでした。すぐに治ると思います」

　俺のメールを無視しているとは思えないほど、明るい。小池と話していたから上機嫌なのだろうか？　その横で小池が心配そうに見つめている。お前は紗弓の彼氏気取りか？

　いろいろと言いたいところだが、言葉を飲み込んで横を通り過ぎた。
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　終了時間が過ぎた頃、結膜炎の状態も気になるし俺は彼女を食事に誘った。ところがスマホを何度見ても返事は来ない。待っても、待っても連絡がなく、夜九時になった頃、俺は会社を出た。

　車を運転していると紗弓に似た女性が立っているのが見える。気になり過ぎていて幻を見ているのだろうか。車を停めて射抜くように見ると、やはり、紗弓だ。誰かに手を振っているようだが、その相手は小池だった。

　俺のメールを無視して、他の男と遊んでいるとは、どういうつもりだ。

「ふざけんな」

　ハンドルをバンと叩いた俺は、我に返る。ちょっとしたことでも嫉妬してしまい、いつも冷静な俺が動揺してしまう。それほど俺は彼女のことを愛しているのだ。この年齢になって真剣な恋愛をするとは予想していなかった。

「……それにしても、やっぱり若い男がよくなってしまったのだろうか」

　札幌出張での夜、あんなに俺のことを好きだと言ってくれたのに、心変わりをしてしまったのか？

　初めて会った時から紗弓の第一印象がよかった。面接をしたのは俺で、この子となら長く働きたいと採用したのである。アルバイトとして働いていたので、学校を終えてからのデーター入力が主な仕事だった。負けず嫌いで一生懸命な姿に魅力を感じていたが、年下ということもあり恋愛感情はなかった。

　紗弓が二十歳の頃一度告白してくれたことがある。可愛いし性格もいいし一緒にいると楽しい。付き合ってもいいかなとは思ったが、会社もまだまだ安定していなかったし、歳の差もある。

　二十歳の女の子が二十八歳の男と付き合うよりも、年齢が近い人と付き合ったほうが楽しく過ごせると思って断った。

　ただ、紗弓がずっと俺のことを特別な瞳で見つめていることには気がついていた。他の人に恋をすることもなく、何年も好いてくれている。

　いつしか俺も、彼女の隣にいたいと思うようになっていた。ところが、一度振った手前アプローチすることもできず……。

　風邪をひいて看病してくれた時、俺の気持ちは完全に奪われてしまった。

　札幌で告白されて、やっと心が通じ合ったと思ったのに、なぜだ。

　俺の何が悪かった？　付き合ってみたらやっぱり理想とは違ったのだろうか。

　横浜のデートがおかしかったか？　いきなり親の墓に連れて行くのはひかれてしまっただろうか？　男としてのけじめだったのだが……。

　家に戻った俺はスマホを見つめる。相変わらず、彼女からの連絡はない。こちらからもう一度連絡をしようと思ったが、あまりしつこくしても嫌われてしまう。ここはぐっと堪えて明日会社で会えるのを楽しみにしておくか。
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「ハスデンタルクリニック様が明日の午前中に来社されます。午後からは経営会議が予定されておりますので、よろしくお願いいたします。それでは終業時間になりましたので失礼いたします」

「お疲れ様」

　秘書が帰るのを見届けると、俺はパソコンに向かって今後の予定を立てていく。新規事業も開拓しようと考えていて、やらなければいけないことが多い。大変だが達成感が最も得られるのが経営の楽しさでもある。

　俺が考える仕事は当たることが多い。仕事が成功するための情報収集は誰よりもやっているから自信があるのだ。

　ただ一つ、恋愛だけはうまくいかない。

　紗弓は、何を考えているのだろう。別れたいのならはっきりいって言ってくれればいい。……俺は絶対に別れたくないけれど。

　もう少し詰めてから帰ろう。

　その前に少し疲れたから休憩室でコーヒーでも買ってこようと、社長室から出た。

　エレベーターホールには仕事を終えた社員がちらほらと見える。

「お疲れ様です！」

　俺の姿を見た美人局らが、満面の笑みを浮かべながら挨拶をしてくれた。

「お疲れ様」

　あからさまにアプローチしてくる女性もいるが、仕事以外で話しかけられるのは正直迷惑だ。昔からなのだが、心に決めた女性しか目に入らない。自分でも自覚しているが真っ直ぐ過ぎる性格をしている。

　俺は適当に挨拶をしながら、休憩室に向かった。

　缶コーヒーを買ってから、社長室に戻って仕事をする。アイディアが浮かんでくる時に一気に仕事をまとめ、出来上がったら副社長に見せるのが仕事スタイルだ。

　集中してふと時計を見ると、八時を過ぎていた。

　スマホを確認するのが、今日も彼女からのメッセージは届いていない。胸が張り裂けそうだ。

　いつも残業している紗弓のことが気になり、システム研修課に行く。覗いてみると、紗弓が一人残っていた。仕事ができるからついつい冗長も任せてしまうのだろうが、負担をかけ過ぎではないかと心配になる。

「お疲れ様」

　俺が突然声をかけたので、紗弓はビクッとして振り返った。眼帯をしている彼女は、俺は確認すると複雑そうな表情をする。

　どうしてそんなに避けたがる？

　嫌なところがあれば、はっきりと言ってほしい。

　俺の心は、動揺しまくりだが、彼女の前では至って余裕があるような雰囲気を醸し出して近づく。

「大丈夫か？　負担になってないか？」

「……私の仕事が遅いだけです。要領が悪いと言うか」

　――要領が悪い……とは、彼女が入社当時に俺が言った言葉だ。

　紗弓は、初めから優秀な社員ではなかった。どちらかといえば努力して、仕事を自分の力で切り開いていくようなタイプだった。

　そんな彼女に『お前は本当に要領が悪いな』と冗談で言ったことがある。ずっと気にしていたのだろうか。

「でも紗弓は、誰よりも努力する。努力ができる才能が一番ある人だと思う」

「え？」

　頑張り屋のところだがあるから、俺は彼女に惚れたのかもしれない。

「……ありがとうございます。私、仕事が終わったので帰ります」

　パソコンの電源を消して、立ち上がった彼女の腕をつかんだ。不安げに瞳を揺らす。

「返事、どうしてくれないんだ？」

「……ごめんなさい」

　俺の元からいなくならないでほしい。職場だというのに気持ちが抑えきれなくなり、顔を近づけた。

　困惑している紗弓の後頭部を手のひらで押さえ込み、彼女にキスをする。

「んっ……」

　手を突っ張って俺を押し返そうとするが、強く抱きしめた。

　仕事とプライベートもはっきり分けたいほうだが、紗弓を目の前にすると理性が働かず、彼女の唇を割って、舌を入れて絡ませる。愛おしくてたまらなくなり、ついつい激しく求めてしまう。唇が離れると、紗弓は涙目で俺のことを睨んだ。

「そんな目しないでくれよ」

「……社長の性のはけ口にしないでください」

「何だって？　元々は紗弓が襲ってきたんだろ？」

「そうです。ごめんなさい……。一度でいいって思ったのに……、求めてしまったから、よくなかったんです。だから、もう……プライベートでは会いません」

　傷ついた表情をされて、困惑してしまう。

　紗弓が何を考えていて、どうしてそんなに悲しい顔をするのかわからない。

　別れの方向に話が進んでしまっている。これは、まずいのでは？

「ちょっと待って。どうしてそういう思考に至ったんだ。ちゃんと話し合おう」

　紗弓は、答えようとしない。今にも泣きそうだ。愛する人の悲しむ顔を見るのは辛い。近づいて抱きしめようとした時、紗弓が口を開いた。

「もう……セフレ関係、辞めませんか？」

「セフレ？」

　誰と誰がセフレ？

　俺と紗弓が？

　札幌の出張の時から、俺は彼女と付き合っているとばかり思っていたが、俺の思い過ごしだったのか？

　悲しそうな顔をして、紗弓は去っていく。

　追いかけようと思ったが、あまりにも衝撃発言だったため、俺はただ呆然とそこに立ち尽くしていた。
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　加護が社長室に来ていた。ソファーに深く腰をかけて足を組み、俺の作った資料を確認している。

「うん。面白い企画だと思う。俺はこれで賛成。企画部に詰めさせてみようぜ」

「あぁ、そうする」

　新しいプロジェクトを成功させなければ会社は生き残れない。仕事に集中したいのだが、紗弓の件ですっきりしない。

　資料を読み終えた加護は、カップのコーヒーに口をつける。それをぼんやりと見つめていた。

「はぁ………」

　俺は、ついため息をついてしまう。

　紗弓と過ごした時間は、何だったのだろう。セフレだったとは思っておらず、かなりダメージを受けていた。

　なんで俺とあいつがセフレなんだ。俺はセフレなど作らない。割り切った関係をするなら、一度で終わりだ。たとえ、セフレだったとしたら、あんなに大事にしないんだけど……。

「さっきからため息つきすぎだろ。何かあったか？」

　女性経験豊富の加護に聞けば、何か答えが見えるかもしれない。しかし、こいつに話すと、おちょくられてしまいそうだ。相談しようかどうしようか、考えていると、加護がニヤッと笑った。

「あ、もしかして女性関係？」

「お前は、やはり鋭いな。その鋭さに惚れてビジネスを一緒にしようと誘ったのは正解だったようだな」

「なんだよ、その遠回しの言い方。あの女か？　紗弓ちゃん？」

　心臓が大きく跳ねた。それでも冷静なふりをする。

「まあそういうところかな」

「どういうところだよ。彼女は、お前のことすごく好きだと思うぞ。水神も惚れているならどんどんと責めていけばいいだろ。それとも遊び目的か？　社員を遊び目的というのは賛成できないなあ～」

「遊び目的なんかじゃない！」

　思わず強い口調で言い返してしまうと、加護はくすくすと笑う。俺は大人の男だというのに、感情がコントロールできなくて、おそらく顔が真っ赤になっているだろう。自分でも必死すぎて笑える。

「実は付き合っていたと思っていたのだが、彼女からセフレ関係はやめようと言われたんだ」

「いつの間にそういう関係になってたんだよ。面白い話じゃないか。もっと早く教えてくれればいいのに」

「お前に教えたらからかうだけだ。俺は真剣に彼女のことを考えている」

「へぇ……。何だっけ、クリニックの院長の娘さんとかもお前に気があるみたいじゃないか。水神なら美人で綺麗でスペックが高い女性と結婚できると思うけどな」

「……俺は、紗弓がいい」

　はっきりと言ってしまい恥ずかしくなってくる。紗弓はモデル系ではないが、愛嬌があって可愛い。そばにいるだけで落ち着く存在だ。

「数年前に一度告白してもらったんだが、歳の差もあったし、俺は会社の社長という立場もあるから断ったんだ。でも、また告白してくれて……。やっぱり結婚前提に付き合うならああいう子かなって」

「結婚か。お前の口から初めて聞いたよ」

　結婚なんて意識したことなかった。女性とは快楽の関係で結ばれていればそれでいいと思っていたからだ。けれど、紗弓とは、セックスがなかったとしても一緒にいたいと思ってしまう。セックスの相性もいいし……。

　別れを想像すると、辛すぎて気が狂ってしまいそうだ。

　加護が座り直して真剣に俺の瞳を見つめてくる。

「いいか。女というのは言葉が大事なんだ。こっちはわかっているだろうと思っていても、ちゃんと伝えてやらないと勘違いをしてしまう。女って面倒くさい生き物なんだよ」

　一生償え……と伝えたのだが……。

『一生』という言葉を使ったのだから、結婚前提にお付き合いしましょうということには聞こえなかったのだろうか。……もしかして『償え』というキーワードがまずかった？

「結婚したいと思う女なんてあまり世の中にないだろうから、必死でつなぎとめるんだな。それじゃない。と後悔するぞ」

　立ち上がった加護が俺の肩を叩くと社長室を出て行く。

　今から追いかけても彼女は振り向いてくれるだろうか。もう遅い？

　俺が愛の言葉を言うなんて、ありえないだろう。

　しかし、紗弓が振り向いてくれるなら……。

　社長室の電話が鳴る。番号を見ると秘書室からだった。

「俺だ」

『ルート眼科クリニックの院長先生がいらっしゃっています。特にお約束はしていなかったようなのですが、本日は予定が入っていないのでお通ししてもよろしいでしょうか』

「ああ、頼む」






　数分後、ドアのノックが鳴り、ルート眼科クリニックの院長が入ってきた。年齢の割には若く見える体格のいい男性は、千堂麻矢子の父親だ。

　仕事の話としては、とてもいいクライアントなのだが、一つだけ欠点がある。それは自分の娘を俺と結婚させようと企んでいるところだ。

　何度もお断りしているのだが、会うたびに勧められ、一度だけデートをしたことがある。そのせいで彼女は自分が婚約者だと、勘違いをしてしまっているのかもしれない。

　弁当を持ってきた時に、紗弓が麻矢子を案内してくれた。だから、あえて紗弓を下の名前で呼んで、特別な女がいるとアピールしたのだが、しつこい。メールが頻繁に送られてくる。

「水神社長、お世話になっております。暑くなってきましたね。京都の抹茶入り水羊羹を持って参りました」

　菓子折りを俺に差し出してくる。俺は、甘いものが好きではないが、営業用のスマイルを向けた。

「いつもお気遣いいただきありがとうございます。本当に気を使わないでください」

「いいえ。つまらない物ですから」

　応接セットに座るように促すと、タイミング役秘書が入ってきてお茶を置く。一礼をして出て行くと、院長、は機嫌よく我が社のシステムの話をする。

「新システムを導入させていただいてから、予約に関するクレームがぐんと減っていると聞いています。やはり今の時代スマートフォンなんでしょうね……。気軽に予約ができると大評判なんですよ」

「それはお役に立てて嬉しいです。患者様のストレスが減るとのことで、いろんな病院さんからも大好評をいただいているんですよ」

「はぁー、水神社長は、お若いのにご立派だ。うちの娘が惚れ込むのも納得できますよ」

　また娘の話にしようとしている。どんなに勧められても、彼女が俺のことを好きだと言ってくれても、自分の気持ちは変わることがない。

　紗弓を手に入れるために、突き進む覚悟でいる。

　苦手であるロマンチックな言葉を伝えようと思っているのだ。

「これからもお世話になりたいと思っています。うちの娘は料理も得意ですし、あのとおり、愛嬌もいい子です。妻にするならあぁいうタイプが一番だと思いますよ。どうか、うちの娘ともう一度デートしていただけないでしょうか？」

　相手がクライアントだからということで、今まで遠慮していた。しかし、言うべきことはちゃんと言わないと、いつまでもよくない。

　俺は仕事を一つ失ってもいいからとの思いで、彼を真剣に見つめる。

「本当に可愛くて素敵な女性だと思います。ただ申し訳ございません。まだ世間的には公表をしていないのですが、心に決めた方がいるんです」

「え……、そ、そうなんですか？」

「はい。あんなに美しい麻矢子さんなら、素敵な男性が現れると思います。ご期待に添えることができず本当に申し訳ありません」

「そうでしたか……」

　ハンカチで汗を拭きながら残念そうな表情をしている。娘が可愛くて仕方がないのだろう。

　俺も、いつか結婚して、子供ができたら……。目に入れても痛くないという気持ちがわかるかもしれない。俺の子供を産んでほしいと思う女性はただ一人、紗弓だけだ。

「それは、ご迷惑をおかけしました。娘にもちゃんといい聞かせておきます」

　案外、理解のある親でよかった。

　俺は彼を見送ると、紗弓とちゃんと向き合おうと改めて決意をした。

















第六章　本気で好きな人に出会える確率












　相変わらず、社長とは気まずい関係が続いていた。

　廊下ですれ違うたびに、何か話したそうな顔をされるが、私はなるべく目を合わせないようにしている。メールはたまに送られてきていて、その内容は会って話がしたいというものだった。

「相談って？」

　私は自分の胸にしまったことができず、美加に時間を取ってもらい相談することにした。仕事が終わり、二人でイタリアン居酒屋に来ている。

　奥の席に案内され私はオレンジジュース、美加は赤ワインを注文する。その他にサラダやチーズをちょこちょこっと頼んだ。

　自分が社長のセフレと言うことを、なかなか話せずに時間だけが過ぎていく。美加はどんな反応をするのだろう……。軽蔑するだろうか？

　痺れを切らした美加が口を開く。

「そんなに言いにくいことなの？　何か話したいから今日は呼んだんでしょ？」

「あ……うん……」

　緊張しすぎて、胸の鼓動が速くなった。

「軽蔑するかもしれないし、友達もやめたいって思うかもしれない。でも、美加には聞いてほしい」

「うん」

　真剣な眼差しを向けられて、泣きそうになりながら口を開いた。

「……実は、社長のセフレになってしまったの」

「えっ？」

　美加は私の衝撃の発言に驚く。けれど、否定することなく、まずはしっかりと耳を傾けてくれる。

　札幌の出張から始まってしまったことや、婚約者に牽制されたことを、一つずつ話した。

「このまま社長とプライベートで会うことがなければ、会社も続けられるって思っていたけれど、やっぱり彼の姿を見ると胸が痛いの」

「それは重症だね。結婚相手がいるってことだけど……。横浜のデートとかの話を聞くと、社長は紗弓と一緒にいるのが楽しそうに思えるんだよなぁ……。もしかして政略結婚とか？」

「……どうなんだろう」

「政略結婚なら、チャンスはあるかも。奪い取っちゃえばいいじゃん」

「そんなわけにいかないよ」

「初めて迫ったのも紗弓からなんでしょ？」

「う……うん」

「一生のうちにそんなに好きな人なんてなかなか出会えないよ」

　私も、それはそう思う。この先の未来、社長以上に好きな人ができるなんて考えられない。

「婚約者のこと、ちゃんと聞いてみたらいいんじゃないかな」

　今まで怖くて一度も聞けなかった。真実を知ったら深い悲しみの沼に堕ちてしまうかもしれないと思ったのだ。

「後悔しないように好きな気持ちをちゃんと伝えなきゃ。セフレじゃなくて恋人になりたいって言ったほうがいいよ。逃げていたら何も始まらないよ」

「美加……」

　話を聞いてもらって少し気持ちが楽になった。今の私は美加が言うとおり、逃げているだけかもしれない。ちゃんと気持ちを伝えないと……。

「この際だから言わしてもらうけど、伸也が紗弓のことを好きな気持ちに気づいてるんでしょ？」

「ええ？」

　同僚としか思っていなくてびっくりしてしまう。美加はアルコールの力も手伝って、普段痛いことをぶちまけてきた。

「私、数年前まで伸也のことちょっと気になってたんだ。でも、いつも紗弓のことばかり見てた」

「……そんな、わからなかった」

「社長に振り向いてもらえない紗弓が、いつか自分に振り向いてくれると思っているよ」

　美加はため息をついてから笑う。

「伸也が誰かを好きになろうか関係ないんだけど、つい言っちゃった。ごめんね。私は伸也を諦めて新しい出会いを探している。それでいいと思ってるから」

「……美加」

「だからこそ本当に好きだと思うなら、向き合ったほうがいいと思うよ」






　帰り道――。美加の言葉が頭の中で木霊する。

　真剣に向き合おう。もう一度、社長と向き合いたい。







◆








　今日は仕事が定時で終わった。せっかく早く終わったから、少しぶらぶらしてから帰ろうかな。廊下に出ると美加がいて駆け寄る。

「お疲れ様！」

「紗弓、お疲れ様」

「何か食べて帰らない？」

「ごめん。合コンなんだ」

「残念……」

　コツンと頭を叩かれて振り返ると伸也だった。

「仕方がないな。俺が付き合ってやるか？」

「あぁ……えっと……」

　美加から話を聞いて、伸也と二人きりで会うのはよくないと思った。本当に私のことが好きだったら、彼を傷つけてしまう。

「……今度、美加と三人で行かない？」

「えっ？」

　伸也は心底悲しそうな瞳をする。美加の言うとおり、伸也は私を女性として見てくれていたのかもしれない。

　エレベーターが開いて乗り込もうとした時、名前を呼ばれる。

「浅山」

　振り返るとそこにいたのは社長だった。厳しい表情をしている。何か大事なミスを犯してしまったのかもしれない。

「何でしょうか？」

「話がある。申し訳ないが少し残ってくれないか」

「……もうタイムカードを切ってしまいました。明日ではいけないでしょうか？」

　エレベーターの扉が閉まった。乗り切れなかった数人の社員がエレベーターの前にいる。私達の会話が丸聞こえだ。美加も伸也も、社内の美人グループも注目していた。

「大事な話だ。時間を取らせて申し訳ないが来てもらえないだろうか？」

　社長が必死で私を引き留めようとしているのがわかる。

　きっと、プライベートな内容なのだと思う。私も話せるチャンスなのに、一歩踏み出すのが怖い。正式に結婚する話を聞かされるかもしれないし……。

　返事に困っていると、美加が背中をそっと押してくれた。

「社長が大事な話があるって言ってるんだから、行ったほうがいいよ」

「うん……」

　私は社長を見つめるとしっかりと、覗く。

「わかりました」

「ありがとう」

　美加が『頑張れ』と目で合図してくれているようだった。






　背の高い社長の背中を見つめながら、後ろをついて歩くと、社長室に連れてこられた。中に入る前に不在のプレートをかける。扉が閉まり、社長は鍵をしめた。誰にも邪魔されたくないような大事な話なのかもしれない。

「……話とは、どういったことでしょうか」

「仕事の話ではない。プライベートのことだ。座ってくれ」

「……はい」

　緊張しながらソファーに座る。二人の間に張り詰めた空気が流れた。社長が私の隣に腰をかけると、体ごと私のほうを向いた。

「愛している」

　……え？

　今、愛しているって聞こえたんだけど、聞き間違えた？

　びっくりして見つめると、社長はふぅと息を細く吐いた。

「……だから、セフレとか思わないでくれ」

　こんなに苦しそうな社長の表情を見るのは初めてだった。

　結婚する相手がいるのに私のことを愛しているってどういうこと？

　理解ができなくてきょとんとしてしまう。

「これからも恋人関係を続けてほしい」

　ふざけていっているのかと表情を確認するが、大真面目。

　社長の顔がだんだんと近づいてきて、私にキスをしようとしたので、社長の胸に手を突っ張った。

「……あ、あのっ、ちょっと待ってください！」

「……何だ」

「私は、浮気相手なんかにはなりたくありません」

　はっきりと意思を伝えよう。

「浮気相手？」

「だって……社長結婚するんですよね？」

　私の質問の意味がわからないといったような表情をした。

「私は社長のことが大好きです。これからも好きな気持ちが変わることはありません。でも、結婚をしてしまう社長の愛人にはなれないんです。……ど、どうか、婚約破棄をしていただけないでしょうか？」

　一気に言ってしまい少し酸欠状態だ。おそるおそる社長の瞳を見つめると、首を傾げている。

「今のところその……結婚の予定はないが……」

「え？　だって休憩室で副社長が結婚する前に遊んでおいたがいいって言っていたじゃないですか。それに婚約者さんがお弁当を持ってきていたし……。眼科に行った時、婚約者さんがいて、社長に手を出すなと言われました」

　社長は私の言葉を聞いて眉間にしわを寄せている。そして、思い出したかのように表情が明るくなった。

「あぁ……、紗弓が盗み聞きししていたやつか」

「盗み聞きではなくて……たまたま聞こえてきちゃったんです」

「あれを聞いて俺が結婚すると勘違いしたんだな？　なるほど……」

「そうなんです。……結婚しちゃうと思ったら、封印していた気持ちがあふれてしまいました。それで……襲っちゃいました」

　社長の表情が変わらない。私は、今思い出しても恥ずかしいことをしてしまったと思う。

「……俺は紗弓と付き合っているつもりでいた。だから、セフレと言われてかなりショックを受けた」

「そうだったんですか？　一度も付き合ってほしいなんて言われたことがありませんし……」

「一生償えって言っただろ」

「……償うって……。付き合えって意味だとは、思いませんでした」

「悪かった……」

　二人の間に沈黙が流れる――。

　私の勘違いと、社長の言葉のチョイスを間違えたことで、こんなにも切ない思いをしていたのね。だから、両思いってことだよね？　信じられなくて頬が熱くなっていく。

　笑みがこぼれそうになった私を、社長がぎゅっと抱きしめた。

「俺と結婚前提に付き合ってほしい」

「……本当ですか？」

「こんなことわざわざ嘘なんかつかない」

　あまりにも嬉しくて私は頭が真っ白になった。顎をくいっと持たれて、視線が絡み合う。恥ずかしいけれど、目がそらせない。

　顔が近づいてきて、唇を重ね合わせる。

　社長室でキスをしちゃうなんて、いけないことをしているみたい。唇を割って舌が入り込んできて口内を弄られる。久しぶりに社長とキスしていると思うと胸が熱くなった。しかも、恋人として触れ合っていることに感動してしまう。

「社長……」

「下の名前で呼べって言っただろう？」

「匠太郎……さん……」

　照れながら名前を呼ぶと、嬉しそうにしてくれる。

「匠太郎さん、匠太郎さんっ」

　何度も呼ぶと社長はとろけてしまいそうな笑顔を浮かべた。もう一度キスをすると、社長が半袖の袖が広がった白いカットソーの上から胸を揉みしだく。

「こんなところで……」

　私の言葉を無視して、社長はカットソーに手を滑り込ませてきた。素肌に触れられてくすぐったい。

「あっ……んっ……」

　思わず声を出してしまう。

「聞こえる。我慢してくれ」

　我慢させるなら、こんなところで触れてこないで……。涙目で見つめるけれど、やめてくれる気配はない。それどころか、声を出せない状況を楽しんでいるようにも見える。

　カットソーをまくり上げて、ブラジャーのカップをずらされた。ぷっくりと膨れ上がった胸の先端が露わになる。

「こんなところで、恥ずかしいです」

　胸の膨らみが社長の手のひらに包み込まれる。円を描くように揉まれると、快楽が襲ってきて声が出そうになり、自分の腕で口元を抑える。

「紗弓は、感じやすい体をしているな。こういうところも可愛らしい」

　社長の長い舌が伸びてきて、胸の先端を舐めた。電流のように甘い痺れが走り抜ける。気持ちがよくておかしくなってしまいそう。

「ひゃぁ、んっ……あっ」

　音を立てて吸われた乳頭はだんだんと硬くなっていく。ソファーの上に寝かされると、小花柄のフレアースカートがめくられそうになり手を伸ばして制する。

「駄目です……、続きは家に戻ってからにしましょう？」

「しばらく我慢していたんだ。お預けなんてあまりにも酷すぎないか？」

　切ない声で問われると、拒否するのが申し訳なくなってしまう。大好きな人が自分を求めてくれるのが嬉しかった。

　スカートの中に手が入ってきて太ももを撫でられる。

「んっ……あぁっ……」

　抵抗をしなくなった私のストッキングとショーツを一気に降ろした。脚を大きく広げられるとじっと観察される。

「あまり見ないでください」

「来週は海外に出張で会えないから、目に焼きつけておこうと思ってな」

　せっかく両思いになったのに離れ離れになるのは寂しい。でも、仕事なのだから応援しなければいけない。

「どのくらいの期間いないのですか？」

「二週間だな」

「そんなに……」

　社長口元をクイッと上げてニヤリと笑う。

「俺に会えなくてそんなに寂しいか？」

　当たり前のことを聞かないでほしい。睨みつけるが何だか嬉しそう。

「いい子にしていたら、ご褒美をやるから」

「待ってます。気をつけて行ってきてください」

「あぁ」

　社長が人差し指で私の敏感な粒をこね始めた。快楽が襲ってきて脚を閉じようとするが、しっかり押さえつけられていて閉じられない。

　だんだんと蜜があふれて、二人の周りには妖艶な香りが充満していた。

　指が入ってきて壁を擦り上げられる。

「あぁんっ……あぁぁっんっ」

　まだ社内には、人が残っているはずだ。大きな声を出してしまうと廊下を歩いている人にバレちゃうかもしれない。

　必死で我慢する。体中が汗ばんでくる。中をかき混ぜられると、頭がおかしくなっちゃいそうだ。

　指を二本に増やして奥まで挿入し円を描くように動かした。あまりの快楽に太ももを震わせる。

「はぁっ、んっんんっ」

　駄目……いっちゃいそう。

　あと一歩で達してしまいそうなところで、やめられてしまう。

　涙目で社長を見つめると、色っぽい視線を向けてくる。

「そんなに物欲しそうな顔をしやがって……」

　スラックスを降ろして熱の塊を取り出した。思わず見入ってしまう。一つになりたいのは山々だが、きっと声が漏れてしまう。

「続きは……家で……」

「欲しくてたまらないくせに」

「いやぁんっ」

　体に近づいてくると、膝の裏に手を入れて大きく開かれた。熱の塊が押し当てられると、溶けたチョコレートのような液体が流れてきた。

　蜜壺にねじ込まれると、二人の蜜が交わりスルッと入っていく。

「あぁっ……んっ……ひゃう……んんっ」

　奥にある愛しの人の熱――。気持ちよくて頭がぼうっとなった。

　社長が腰を動かす。最初はゆっくりと、徐々に速度が上がっていく。ソファーはキシキシと音を立て、二人の濡れた音が社長室に響いていた。










[image: ]










　私は背中に手を回してきた社長とさらに密着をする。本当に一つになっているみたいで幸せな気持ちになる。身も心も満たされているようで、不思議と涙がポロッと溢れてくる。

「はぁ……ん、匠太郎さん……大好き……です」

「俺もだ」

　こんなにもお互いが求め合えるなんて思わなかった。

　パチュパチュ――。蜜の音が淫らで胸がキュンとなる。

「好きだ……愛している……」

　私を思いっきり抱きしめながら、呼吸を荒くする。

「いっちゃう……」

「俺もだ……」

　私たちは、あっという間に快楽の波に飲み込まれてしまった。






　一瞬……気を失っていたかもしれない。

　目を開くと、動けなくなっている私に社長が服を着させてくれる。ぼんやりとしていると、社長はスラックスを穿いて、いつもの格好に戻っていた。

「まさかこんなところで……」

「悪かった」

　近づいてきて抱きしめてくれると、こめかみにキスを落とす。

　こんなにストレートに愛を表現してくれるなんて思わなかった。

「夢じゃなければいいな……」

「何だって？」

「幸せすぎたので」

　柔らかな笑みを浮かべて、中指でメガネを上げた。

「食事でもして帰ろうか？　それともそんな体力もないか？」

「……ちょっと疲れちゃいました」

「じゃあ、俺の家に行こう。適当に食べ物は用意するから」

「はい」

　今日から堂々と社長と交際できるのだと思うと嬉しくてたまらない。

　幸せな夢の続きを見られるのだと思うと胸が熱くなる。

　一途に思い続けてきてよかった。

　社長の運転する車で、私たちは社長の家へと帰っていった。
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　二週間後――。

　今日、社長が出張から帰ってくる。付き合ってからすぐに海外出張してしまったので、交際しているという実感がなかった。

　毎日メッセージを送ってくれていたけど、やっぱり直接会いたい。

「ランチ行こう」

　美加が誘いに来てくれて、私は立ち上がった。コンビニでおにぎりを買って、会社の近くにある小さな公園で食べることにした。

　今日のランチタイムに、私は美加と伸也に社長とお付き合いすることを伝えようと思っている。

　私の恋を応援してくれた美加と、心配してくれていた伸也には、仲のいい同僚として、親友として、ちゃんと伝えておきたかった。もちろん、匠太郎さんからもオッケーと言ってもらっている。

「これだけ、天気がいいとどこか行きたくなるな……」

「本当ね。仕事なんてしている場合じゃないよね」

　いつもどおりのほほんとしている二人の会話を聞いているが、私はすごく緊張していた。おにぎりを食べ終えると、おもむろに口を開く。

「あのね実は、社長と付き合いすることになったの」

「おめでとう」

「そっか……。おめでとう」

　すごく喜んでくれた美加に対し、伸也は複雑そうな表情を浮かべる。美加が言っていたとおり私のことを好きだったのかもしれない。伸也は本当に気が利いて優しい人だから素敵な女性と巡り合ってほしい。

「まだ他の人には言わないでね。始まったばかりだからこの先どうなるかわからないけれど、大事にしたいと思っているの」

「わかった」

　大事な二人には、話すことができてよかった。これからも変わらず一緒に働いて、色んなことを相談し合える仲間でいたい。






　お昼休憩を終えて職場に戻り、お手洗いでメイクを直して廊下に出た。それと副社長が現れて肩をポンポンと叩かれる。

「お前らの結婚式には俺がスピーチをしてやるからな」

　耳打ちされて耳が熱くなる。私が副部長を睨むとクスクスと笑っていた。

「まだ誰にも言わないでくださいね」

「俺は口が硬いから安心しろ。それよりも……あいつのことよろしくな。本当にいい奴だから傷つけんじゃないぞ」

　いつも軽い口調の副社長なのに、誰よりも社長のことをわかっていて本当に素敵。二人にしかわからない友情や信頼関係があるのはと思った。

　私は部署に戻って資料作りをする。

　社長は出張から帰ってくると、今日は会社に来ないらしい。でも合鍵をもらっていて家で待っていることになっている。

　社長が喜んでくれるかもしれないから和食でも作っておこう。
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　定時で上がると急いで職場を出て駅に向かう。

　二週間ぶりに会うからちょっと緊張するけれど、楽しみで仕方がない。

　社長の家の最寄り駅に降り立ち、スーパーに寄って買い物をする。

　海外に長くいると日本食が恋しくなるらしい。豆腐と長ネギの味噌汁と、大根と人参と鶏肉の煮付け、ほうれん草のおひたしに、焼き魚を用意しておこう。

　社長の家に到着しカードキーをかざすとエレベーターのドアが開いた。社長の家の前に着くともう一度キーをかざす。ドアが開くと誰もいなくてシーンと静まり返っていた。

　主のいない部屋に入るのは気が引けるが、それだけ信用してくれているのだと思うと特別な気分になる。社長が帰ってくる前に食事を準備しておこう。

　キッチンに立って料理をしていると、リビングに繋がるドアが開く。視線を動かすと社長が入ってきた。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　社長に近づいて抱きつくと、思い切り抱きしめ返してくれる。本当に付き合っているのだと実感して、涙があふれてきた。涙を親指で拭ってくれる。

「愛しの彼女が待っていてくれるのが、こんなに幸せだとは思わなかった」

「私も大好きな人が帰ってくるのを待っているのが、こんなにも幸せだと思いませんでした」

　恥ずかしそうに微笑んだ社長が私の唇にキスをしてくれる。そのままベッドに倒れこんで続きをしたいところだが……料理が残っている。

　名残惜しいけれど社長から離れて、台所へと戻った。






「はい、できましたよ」

　和食を並べと、匠太郎さんが嬉そうに食卓を眺めている。

「どうぞ」

「いただきます」

　味噌汁に口をつけると、ほっとしたような表情になった。

「本当に美味しい。紗弓も仕事で疲れているのに、わざわざ作ってくれてありがとな」

「どういたしまして」

　向かい合って座って食べると、夫婦になったような気持ちになる。結婚なんて今まで考えたことがなかったけれど、匠太郎さんとなら、なぜか未来を想像できる。

　幸せな気分に浸っていると、彼が箸を置いて私を見つめた。

「まだ付き合ったばかりだけど……、早く結婚したい」

「実は私も思っていました」

「知り合って長い間一緒に働いていたから、紗弓がどんな人かもわかる」

　真剣な眼差しを向けられ言われると、一気に現実味が帯びてきた。正式なプロポーズではないけれど、口下手な匠太郎さんの精一杯の言葉なのかもしれない。

「これは正式なプロポーズではないですよね？　女の子はロマンチックなプロポーズに憧れるんです」

「……なるほど」

　私がにっこりと笑うと、彼は楽しそうに肩を震わせて笑った。これからの未来がますます輝いていく気がする。

「今週末は、新居でも探しに行こうか」

「えっ？」

「早いほうがいい」

　自分なりのルールがある匠太郎さんだけど、私は彼についていきたい。大好きな匠太郎さんとともに歩んでいきたい。
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